
「

メ

ラ

ノ

フ

ォ

ー

レ

ン

」

ノ

研

究

宜
二
烏
骨
鶏
骨
ノ
自
家
移
植
一
一
一
於
ク
ル
（
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
一
ノ
態
度
ニ
就
テ

附
。
骨
ノ
軟
部
組
織
内
移
植
一
一
就
テ

（
承
前
）

∞富島町

g
t
r角
品
目
。
冨
己

g
s
r
e
g回・

戸
富
山
宮
忠
一
回
国
mm

・
dF2
色
白

ω〈
2
r
t
g国
島
号
室
。
－
俗
図
。
司

r。
g
B
r
a
－－

e『
創

出

Z
1
g
z
g
r
s

問
問
。
。

r
g可
g
ω
z
s
s
z。
国
自
吉
田

Mmgunrsωa－－
g
r
ι
r
g
g・

J
1
0

ロロ吋・

m－
同

2
2
0
E・

〈
九
戸
己
申

rzd
MMhsr乙
。
叫

同
口
忠
広
三
門
戸

2
r伊山由。
ュ－

d
ロ
写
角
田
同
会
骨
肉
1
2
0
）

九%唱
JW心
語

、

唱・
4

ャ，

寸
一一、
斗
E
時
間
判
長

勺

京

都

品

市

関

大

事

瞥

撃

部

病

理

事

教

室

大
串
院
準
生

堀

内

千

切

第
四
章

っ
メ
ラ
エ
ン
」
色
素
ト
各
種
細
胞
間
ノ
関
係

烏
骨
鶏
骨
ノ
自
家
移
植
試
験
－
一
営
リ
ノ
、
骨
膜
細
胞
ガ
増
殖
ジ
ア
骨
細
胞
－
一
迄
分
化
費
育
ス

Y
迄
ノ
各
階
梯
ノ
諸
細
胞
ノ
外
、
選
走
性
細
胞
、

破
骨
細
胞
、
異
物

E
態
細
胞
及
網
賦
織
細
胞
中
－
一
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ヲ
合
有
セ

Y
モ
ノ
ヲ
認
メ
タ
9
0
是
等
ノ
各
種
細
胞
－
一
就
キ
項
ヲ
分
チ

－
プ
記
遁
ス
ペ

ジ
。

第
－
w闘

遁
骨
細
胞
夜
骨
細
胞

骨
膜
細
胞
J

或
者
A

核
ノ
周
園
－
一
僅
少
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ヲ
保
有
ス
レ

r
モ
、
本
細
胞
ノ
増
殖
－
一
ヨ
叩
ノ
ア
出
現
ス

Y

幼
若
骨
形
成
細
胞

団
一
モ
亦
「
メ
ラ
ユ
ン
」
頼
粒
ヲ
有
ス

Y
毛
ノ
ア
リ
ノ
、
又
色
素
ヲ
原
形
質
中
－
一
合
有
セ

Y
催
、
核
分
裂
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
モ
一
部
メ
ラ
Y
。
増
殖
営
初
－
一

第
式
典哲

F『
原

善、4

嬬

内

ザ
八
七

（
第
式
競

四
五
）



第
式
典
せ

F、
原

著

期

内

一
八
八

（
第
武
晴
蜘

四
六
）

於
－
ア
A

一
般
－
一
色
素
頼
粒
少
ク
、
細
胞
ガ
分
化
ジ
ア
定
型
的
ノ
遺
骨
細
胞
ト
ナ

ν
バ
色
素
胃
ノ
有
ス

Y
細
胞
数
三
増
加
ジ
、
細
胞
中
ノ
色
素
早
二
増

量
ス
M
Y

ガ
如
ジ
。
然
レ
ド
モ
合
色
素
性
骨
細
胞
及
遺
骨
細
胞
数
A

各
個
韓
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
著
ジ
ク
差
異
ア
η
ノ
ア
、
「
メ
－
Y
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
L
ヲ
多

P認

ム
Y

毛
ノ
ニ
A

業
数
モ
多
ク
、
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
－
一
乏
し
V

キ
モ
ノ
ニ
A

合
色
素
性
骨
形
成
細
胞
数
少
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
細
胞
中
ノ
色
素
ノ

量
モ
亦
少
し
V

。
向
、
骨
表
面
－
一
近
キ
モ
ノ
程
色
素
ヲ
合
有
ス
U
Y

モ
ノ
多
ク
、
骨
ヨ

y
遠
ザ
カ
W
y

－
－
従
ヒ
衣
第
－
一
葉
敷
ヲ
滅
ジ
、
臨
芽
組
織
周
遁

部
ニ
於
－
ア
A

合
色
素
性
ノ
モ
ノ
殆
、
無
ジ
。
色
素
頼
粒
ニ
吊
ニ
細
胞
原
形
質
中
－
一
在

y
－
プ
、
多
ク
A

微
細
固
形
ナ
レ
ド
モ
、
亦
組
大
頼
粒
ヲ
認

メ
シ
ム

Y

コ
ト
有
リ
ノ
。
原
形
質
中
－
一
平
等
－
一
分
布
セ
ズ
ジ
ア
庭
々
ニ
群
族
ス

Y
傾
向
ア
リ
。
合
色
素
性
ノ
モ
ノ
ト
然
－
プ
ザ
Y

モ
ノ
ト
ヲ
比
較

ス
Y

－
一
、
細
胞
糟
ノ
大
サ
、
形
航
及
核
ノ
性
斌
等
－
一
金
ク
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。
郎
、
遺
骨
細
胞
A

色
素
ヲ
合
有
ス

Y

モ
何
等
援
性
ノ
徴
ナ
グ
、
遺

骨
機
能
ヲ
後
揮
ジ
、
骨
基
質
ヲ
産
出
ジ
ア
自
己
A

骨
基
質
中
二
留
マ

9
4
7
骨
細
胞
ト
ナ
U
Y

（
第
六
圃
塞
照
）
。

遺
骨
細
胞
中
ニ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ノ
出
現
ス

Y

A
甚
興
味
ア
Y
所
見
ニ
シ
ア
、
現
A
1「
ク
ロ
マ
ト
フ
ォ
ー
レ
ン
L
中
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ガ

同
細
胞
自
己
ノ
産
出
物
ナ
リ
ャ
、
或
A

上
皮
細
胞
－
一
於
ア
生
成
セ
ラ
レ
タ
Y
「
メ
ラ
エ
ン
」
色
素
ヲ
車
－
一
自
韓
－
一
橋
取
セ
u
y

－
ご
過
ギ

d
y
Y
ヤ
ノ

疑
問
ガ
東
西
ノ
先
進
撃
者
－
一
ヨ

y
－
プ
論
究
セ
ラ

v
、
未
ダ
解
決
セ
ラ
V

ザ
Y
時
二
百

y
、
造
骨
細
胞
中
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
L

色
素
ノ
由
来
ヲ
間
明

ス
Y

A
必
ズ
シ
モ
意
義
ナ
ジ
ト
セ
．
ス
。

師
二
今
博
士
等
間

A

烏
骨
鶏
ノ
骨
折
試
験
－
一
営
夕
、
遺
骨
細
胞
中
ニ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
認
メ
、
遺
骨
細
胞
ガ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ヨ

リ
色
素
ヲ
附
輿
セ
ラ

Y

、
加
キ
傑
ヲ
見
ザ
y
エ
由
7
、
遺
骨
細
胞
自
身
ガ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
産
出
ス
M
F

モ
ノ
ナ
リ
ト
言
ヘ
ジ
。
余
ノ
移
植
試
験

－
一
於
－
ア
モ
同
様
ニ
ー
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
遺
骨
細
胞
－
一
色
素
ヲ
授
典
ス

Y
加
キ
所
見
無
ク
、
周
園
－
一
全
ク
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ア
認
メ
ザ

y
部
位
一
一
在
Y
遺
骨
細
胞
モ
同
様
－
一
「
メ
ラ
ユ
ン
」
色
素
ヲ
有
ス

Y

ニ
由
日
ノ
、
此
貼
ハ
今
氏
等
ノ
説
－
一
賛
意
ヲ
表
ス
。
サ

ν
ド
移
植
－
一
常

y

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
一
部
A

壊
死
崩
解
ジ
ア
頼
粒
A

散
乱
シ
、
組
織
中
二
遊
離
ノ
斌
態
－
一
存
在
ス

Y
ト
共
－
一
二
方
－
一
一
於
－
プ
、
造
骨
細
胞

A

極
度
ノ
貧
喰
作
用
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ

Y

7
以
ア
、
遺
骨
細
胞
中
ノ
「
メ
－
フ
ニ
ン
」
色
素
A

本
細
胞
ガ
遊
離
色
素
ヲ
食
喰
セ
ジ
モ
ノ
ニ
非
Y

ヤ

ノ
疑
問
ヲ
生
ズ
。
由
リ
ア
余
A

一
方
骨
形
成
細
胞
ト
色
素
頼
粒
ト
、
他
方
選
走
性
細
胞
ト
「
メ
ラ
ユ
シ
」
色
素
ト
ノ
関
係
ヲ
知
ラ
ン
ト
ジ
ア
左



ノ
賓
験
ヲ
企
ア
タ

y
（
第
三
寅
験
列
）
。

一
、
烏
骨
鶏
ノ
脳
膜
及
内
骨
膜
A

甚
シ
ク
「
メ
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
富
ミ
、
且
、
剥
離
ジ
易
キ
ア
以
ア
、
剖
検
－
一
営
リ
無
菌
的
－
一
之
ヲ
採
取

引

v
、
前
月
万
－
一
ア
細
切
セ

Y
後
、
筑
鉢
中
－
一
ア
充
分
摩
滅
uv

、
滅
菌
生
理
的
食
臨
水
ニ
ア
稀
一
蒋
ジ
、
「
ガ

1
ゼ
」
ニ
ア
鴻
過
ス
U
Y

時
A

褐
色
ノ
漏
液

ヲ
得
Y
ナ
9
。
試
－
一
此
一
一
摘
ヲ
取

y
－
プ
検
鏡
ス
レ
バ
殆
、
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ノ
ミ
ヲ
合
有
ス
。
（
斯
ク
ジ
ア
得
タ
M
Y

鴻
液
ヲ
以
後
便
宜
上
「
メ
タ

ニ
シ
」
液
ト
稀
ス
）

二
、
女
デ
通
常
家
鶏
ノ
梼
骨
（
普
通
家
鶏
ノ
骨
、
骨
膜
及
骨
髄
組
織
中
－
二
、
「
メ
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
若
ク
A

「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
有
ス
M
F

細
胞
A

無
ジ
）
司
ノ
切
除
hv
、
第
一
貫
験
列
－
一
一
於
ケ
Y
ト
同
様
－
一
之

v
ヲ
自
家
ノ
胸
部
筋
肉
内
－
一
掃
入
ジ
、
ゴ
百
後
移
植
骨
周
園
－
一
然
カ
モ
出

来
得
Y
限
y
骨
表
面
－
一
近
ク
寸
メ
ラ
ニ
ン
」
液
ヲ
注
入
セ
リ
ノ
。
而
ジ
ア
移
植
後
五
、
七
、
入
、
十
、
十
四
、
二
十
一
日
－
一
周
闇
ノ
筋
組
織
ト
共
－
一

刻
出
ジ
ア
組
織
皐
的
検
査
ヲ
矯
セ

y
。
本
試
験
A

移
植
－
一
ヨ

Y
骨
ノ
再
生
朕
態
ヲ
講
究
ス

Y
目
的
－
一
非
Y
ヲ
以
ア
、
注
入
セ
ラ
レ
タ
U
F

「
メ
ラ

ニ
シ
」
色
素
ト
細
胞
間
ノ
閥
係
－
一
就
ア
ノ
ミ
通
プ
可
ジ
。

骨
移
植
後
五
日
〈
色
素
法
入
後
二
日
｝

骨
表
面
品
近
タ
「
メ
－
－
－
フ
ン
」
色
素
散
飢
シ
、
一
部
一
一
僅
少
／
骨
膜
細
胞
／
増
殖
及
周
園

／
筋
組
織
ヨ
リ
結
締
織
成
形
細
胞
ノ
増
殖
ア
リ
。
多
核
白
血
球
及
図
形
細
胞
／
浸
潤
ヲ
認

ム
。
色
素
繍
魁
ヲ
有
ス
ル
細
胞
ア
リ
。
主
ト
シ
テ
大
固
形
皐
核
細
胞
－
一
シ
テ
細
胞
及
昨
秋
／

形
態
ヨ
リ
法
入
セ
ラ
レ
タ
ル
「
メ
ラ
ユ
ン
」
色
素
ヲ
食
喰
セ
ル
組
織
球
ナ
ル
可
シ
〈
次
節
参

照〉。向
、
多
核
白
血
球
－
一
モ
少
許
／
色
素
頼
粒
7
有
λ

ル
モ
／
有
レ
ド
細
胞
歎
－
一
比
シ
テ
新

ノ
知
キ
モ
ノ
ハ
経
メ
テ
僅
タ
ナ
リ
。
増
殖
骨
膜
細
胞
－
一
ハ
色
素
吸
粒
ナ
シ
。

脅
移
植
後
一
週
（
色
素
注
入
後
凶
日
）

一
部
品
骨
膜
細
胞
／
増
穂
ト
軟
骨
組
織
及
骨
抜
組
織
／
新
生
ア
リ
。
一
部
ノ
骨
膜
組
織

ハ
壊
死
セ
リ
。
壊
死
骨
膜
組
織
－
－
ハ
多
量
／
「
メ
ラ

－一
ン
」
色
素
存
在
ス
ル
モ
骨
膜
ノ
増
殖

屠
品
川
遊
離
色
素
税
粒
ナ
シ
。
骨
梁
間
ノ
鎚
腔
内
－
一
色
素
、
頼
粒
7
A
T良
喰
セ
ル
組
織
球
ヲ
認

第
f
州
島
せ

F『

原

著
~ 

内

場

メ
シ
ム
ル
部
ア
リ
。

周
囲
／
増
殖
結
締
織
暦
－
－
ハ
含
色
素
組
織
球
可
成
リ
多
夕
、
斯
／
如
キ
モ
ノ
ハ
筋
間
結

締
織
ノ
深
部
－
一
モ
存
在
セ
リ
。

品
問
、
滑
稽
セ
ル
結
締
織
成
形
細
胞
中
二
倣
・
少
ノ
色
素
頼
粒
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
新
生

骨
細
胞
、

遺
骨
細
胞
及
軟
骨
細
胞
中
－
一
ハ
色
素
頼
粒
ヲ
認
メ
ズ
。

骨
移
他
後
二
週
（
色
素
注
入
後
十
一
日
〉

骨
梁
ノ
形
成
ハ
一
週
ユ
比
シ
テ
夏
－
ご
進
捗
シ
、
骨
管
一
ノ
吸
牧
モ
認
メ
ラ
ル
。
塚
市
九
骨
膜

暦
ユ
ハ
「
メ
－
ア
ユ
ン
」
色
素
多
シ
。
新
生
骨
梁
間
／
随
路
内
ニ
ハ
色
素
煩
粒
無
シ
。

造
骨
細
胞
及
骨
細
胞
中
ユ
色
素
ヲ
認
メ
ズ
。
骨
梁
周
囲
ユ
増
殖
セ
ル
結
締
織
成
形
細
胞

ハ
長
紡
錘
形
ト
ナ
リ
、
繊
維
化
シ
ァ
、
ァ
ル
モ
市
川
、
僅
少
／
色
業
瀬
粒
ヲ
液
ス
ル
モ
ノ
ア

リ’。

一
八
九

色
素
ヲ
食
喰
セ
ル
組
織
球
ハ
周
囲
／
増
積
結
綿
織
及
筋
問
結
締
織
内
共
－
一
其
数
少
夕
、

凶
七
）

片
第
式
競



帥
帰
京
谷

F『

原

内

著
u 

姻

且
、
核
ノ
染
色
不
一良
ト
ナ
リ
崩
解
ノ
状
ヲ
曇
シ
、
原
形
質
中
品
食
喰
セ
ラ
U

タ
ル
色
素
ρ

色
調
著
シ
ク
減
退
シ
、
個
々
ノ
頼
粒
7
識
別
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
多
v
。

骨
移
植
後
三
週
（
色
素
注
入
後
十
八
日
〉

移
柚
組
織
ハ
線
テ
桜
死
－
－
陥
リ
骨
ノ
新
生
無
シ
。

壊
死
組
織
中
－
－
ハ
遊
離
セ
ル
「
メ
ラ

一－
ン
」
色
素
ガ
疫
留
セ
リ
。
其
周
閲
エ
ハ
移
植
地
ヨ

リ
増
殖
セ
ル
肉
芽
組
織
ノ
形
成
ア
リ
テ
、
英
中
ニ
図
形
細
胞
／
浸
、澗
7
認
メ
、
叉
異
物
巨

一
九
O

円
第
武
晴
蜘

四
八
）

態
細
胞
出
現
ス
。

組
織
球
性
細
胞
及
異
物
巨
態
細
胞
一
一
ハ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
食
喰
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、

原
形
質
中
f

色
素
穎
粒
ハ
明
瞭
－
二
認
メ
ラ
ル
、
モ
ノ
モ
ア
レ
ト
、
二
週
目
ノ
標
本
一
二
凡
ル

ガ
知
夕
、
含
色
素
性
細
胞
／
獲
性
セ
ル
モ
ノ

ア
リ
。
新
ノ
如
キ
モ
ノ
ガ
血
管
周
園
田
一
数
個

玲
集
シ
、
昂
円
減
淡
黄
色
叉
ρ

暗
背
色
／
球
状
物
ト
シ
テ
浅
留
セ
リ
。
巨
態
細
胞
中
／
色
素

吸
粒
モ
磁
色
融
合
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

之
レ
ヲ
要
ス

Y

ニ
本
貫
験
－
一
一
於
ア
A

遺
骨
細
胞
乃
至
骨
細
胞
－
一
色
素
頼
粒
ア
食
喰
セ
w
y

毛
y
ヲ
謹
セ
ズ
。

壊
死
骨
膜
組
織
ニ
A

常
ニ
遊
離

色
素
頼
粒
存
在
ジ
、
又
移
植
初
期
ユ
ア
骨
膜
細
胞
ノ
増
殖
僅
微
ノ
際
－
二
業
部
ニ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
願
粒
ヲ
認
ム

Y

ユ
拘
ラ
ズ
、
細
胞
ノ
増
殖
旺
盛

ト
ナ

y
、
骨
様
組
織
ノ
形
成
瀬
著
ト
ナ
レ
バ
色
素
頼
粒
ヲ
謹
セ
ザ
Y

ニ
至
Y
A
、
細
胞
ノ
増
殖
二
件
ヒ
、
主
ト
シ
グ
組
織
球
ノ
活
動
ニ
ヨ

y
、

色
素
頼
粒
ガ
清
掃
セ
ラ
山
戸
、
ト
、
新
生
仮
骨
二
ヨ
リ
ア
遊
離
色
素
ガ
腫
排
セ
ラ

Y
ト
ニ
由

Y
毛
ノ
ナ
Y
可
シ
。
従
－
7
遺
骨
細
胞
ト
「
メ
ラ
ニ

ン
」
色
素
ト
ガ
充
分
接
鯛
ジ
能
A

ザ

p
u’
雄
無
キ
－
一
非
Y

毛
、
都
ア
烏
骨
鶏
ノ
自
家
移
植
－
一
営
リ
骨
髄
内
ユ
於
ケ

Y
骨
形
成
細
胞
ト
「
メ
ラ
ニ

シ
」
色
素
ト
ノ
閥
係
ヲ
見
Y

－
一
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
崩
解
－
一
ヨ

9
色
素
頼
粒
ガ
散
乱
ス

Y

コ
ト

A
骨
膜
－
一
於
ケ

Y

ヨ
リ
〆
毛
多
量
ナ

y

－
一
拘
－
フ
ズ
、
内
骨
膜
細
胞
ノ
増
殖
－
一
ヨ
？
プ
生
ズ

Y
紡
錘
形
細
胞
、
之
ヨ
リ
分
化
セ
w
y

遺
骨
細
胞
及
新
生
骨
細
胞
共
－
一
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ

有
セ
ザ
U
F

ヲ
例
ト
ジ
、
之
ア
U

Y

A

事
、
例
外
ナ

9
0
従
－
ア
骨
形
成
細
胞
ト
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ト
ガ
充
分
接
鯛
セ

Y
場
合
－
一
毛
合
色
素
性
細
胞

A

増
加
ス

Y
モ
ノ
ュ
非
ズ
。

余

一
般
－
一
遺
骨
細
胞
ノ
貧
喰
性
ヲ
否
定
ス

Y

－一非
Y

毛
、
前
記
ノ
貫
験
所
見
A

烏
骨
鶏
ノ
骨
移
植
一
一
営
η
ノ
ア
認
メ
ラ
w
y

、
遺
骨
細
胞
中

ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
之
良
喰
セ
ラ
レ
タ

Y

－一非
Y
ヲ
示
セ

y
。
然
－
フ
バ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
遺
骨
細
胞
－
一
一
特
化
セ
ジ
モ
ノ
ニ
非
Y

カ
ア

思
考
ス

Y

－
－
、
此
雨
者
A
形
態
－
一
一
於
ア
異
Y
ノ
ミ
ナ
－
フ
ズ
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
A

一
般
－
一
大
形
－
一
ジ
ア
色
素
ノ
量
毛
多
ク
、
南
者
A
容
易

ユ
識
別
セ
ラ
レ
、
其
間

｝一
移
行
型
ア
認
ム

Y

コ
ト
無
キ
故
、
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
遺
骨
細
胞
－
一
時
化
ス
M
Y

二
非
M
F

コ
ト
A

明
ナ

y
（
第
六

圃
参
照
）
。
「
メ
ラ
ノ
ア
オ

1
レ
シ
」
ガ
新
生
骨
中
ニ
存
在
ス

Y
場
合
－
ア

v
r、
ソ
ハ
般
骨
中
二
組
織
球
ガ
受
動
的
一
一
包
埋
セ
フ
山
戸
、
事
ア

Y
ト



同
様
－
一

uvZプ
、
積
極
的
－
一
骨
形
成
－
一
委
典
ス

Y

－
二
非
ズ
。

以
上
ノ
貼
ヨ
リ
固
有
ノ
遺
骨
細
胞
自
己
グ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
産
出
セ
ジ
モ
ノ
ト
思
惟
ス

Y

ヨ
リ
外
－
一
途
ナ
シ
。
而
U

て
プ
造
骨
細
胞
A

産

出
セ
U
F

「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
有
ス
U
F

僅
骨
細
胞
ト
ナ

y
、
骨
細
胞
ト
ナ

9
－
ア
毛
永
ク
之
ヲ
保
有
hv
、
移
植
骨
ガ
壊
死
U
J

骨
細
胞
が
消
失
セ
Y
後

毛
色
素
頼
粒
A

骨
腔
中
－
一
残
留
セ

9
0骨
質
中
二
認
メ
タ
Y

、
「
メ
ラ
ユ
シ
」
色
素
A

組
織
中
ニ
散
在
セ

Y
モ
ノ
ガ
骨
新
生
二
冨

p
基
質
中
－
一
包

埋
き
フ

ν
シ
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
一
部
A

基
質
中
ュ
存
在
セ
ジ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
壊
死
崩
解
ス
M
F
ζ

ヨ
リ
ア
生
ゼ
ジ
毛
ノ
ナ
Y
可
シ
。

向
、
今
博
士
等
つ
骨
折
試
験
－
一
際
ジ
ア
軟
骨
細
胞
中
ニ
毛
「
メ
ラ
ニ
シ
」
頼
粒
ヲ
認
メ
タ
リ
シ
ガ
、
余
ノ
骨
ノ
軟
部
組
織
内
移
植
－
一
於
ア
軟

骨
組
織
ノ
形
成
ヲ
見
タ
Y

A

稀
－
一
シ
ア
、
軟
骨
細
胞
内
－
一
色
素
頼
粒
A

認
メ
ザ
リ
ノ
キ
。

第
二
節
多
核
白
血
球
夜
組
織
球

清
野
博
士
等
m
A
烏
骨
鶏
ノ
皮
膚
及
皮
下
結
締
織
中
ニ
海
綿
ノ
小
片
ヲ
挿
入
ジ
ア
炎
症
ヲ
惹
起
セ
シ
メ
タ
Y

－
一
、
其
初
期
一
一
営
リ
「
メ
ラ
ノ

フ
ォ
ー
レ
シ
」
J

一
部
A

壊
死
ジ
ア
「
メ
ラ
ニ
シ
L
頼
粒
A

細
胞
韓
外
ニ
散
胤
ジ
、
之
レ
ガ
組
織
球
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
食
喰
セ
ラ
y
y
ヲ
報
ゼ
リ
ノ
。
余

ノ
移
植
試
験
－
一
宮
4
9
－
プ
モ
同
様
ノ
所
見
ヲ
認
メ
得
Y

毛
、
移
植
初
期
－
一
営

y
－7
A

骨
膜
組
織
中
、
柴
養
障
碗
－
一
陥

νuy
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

1ν

シ
」
ノ
壊
死
崩
解
－
一
ヨ
リ
ノ
、
附
近
－
一
遊
離
セ
Y
色
素
頼
粒
ノ
僅
少
A

移
植
後
浸
潤
シ
来
ν
y
多
核
白
血
球
－
一
ヨ

9
4プ
亦
貧
喰
セ
ラ
グ
’
。

前
述
ノ
「
メ
ラ
ニ
シ
」
液
注
入
例
－
一
於
－
プ
モ
同
様
ノ
所
見
ア
レ
ド
、
此
際
三
段
潤
セ
Y
多
核
白
血
球
数
－
一
比
U
J

ア
色
素
ヲ
合
有
セ

Y

毛
ノ
A

僅
少
ニ
シ
ア
、
細
胞
憧
内
ノ
色
素
頼
粒
ノ
量
モ
甚
勘
ジ
。

此
他
、
移
植
早
期
－
一
局
所
－
一
存
在
ス
グ
’
色
素
合
有
細
胞
A

大
国
形
軍
核
細
胞
ナ
リ
。
余
A

局
所
生
僅
染
色
－
一
ヨ

peプ
本
細
施
ノ
性
朕
ヲ
検

セ
リ
ノ
（
第
四
賞
験
列
）
。

郎
、
第
一
貸
験
列
ト
同
線
－
－
烏
骨
綿
挽
骨
ノ
自
家
移
植
ヲ
行
ヒ
、
別
出
ノ
二
十
四
時
間
一

乃
至
四
十
八
時
間
前
＝
二
%
「
リ
チ
芳
ン
カ
ル
ミ
ン
」
液
ヲ
移
植
部
周
箇
ノ
筋
組
織
内
－

一
一

乃至
二
括
注
射
セ
リ
。
新
力
ル
標
本
ハ
移
植
後
て
二
、
一
－
一
、
五
、
七
、
十
、
十
四
、
二
十
、
三
一

十
日
／
各
例
＝
就
テ
検
シ
タ
ル
モ
「
カ
ル
喝
、
、
ン
」
液
ガ
周
園
ノ
筋
組
織
二
／

ミ
留
マ
リ
所
要

／
部
位
－
－
充
分
逢
セ
ザ
ル
モ
ノ
多
夕
、
好
結
果
ヲ
得
タ
ル
ハ
一
一
、
三
、
五
、
十
日
／
凶
例

＝
過
ギ
ズ
。

第
戒
巻

内

是
等
ノ
所
見
－
一
様
レ
バ
増
殖
骨
膜
細
胞
層
及
其
周
園
ノ
結
締
織
中
－
二
「
ヵ
ヶ
、
、
v
J

」
頼
粒
ア
以
ア
充
満
セ

Y
固
形
車
核
細
胞
ア
η
ノ
。
細
胞

著】

（
第
式
就

F園、
原

堀

九

四
九
〉



借
用
成
品
世

F『

原

司量、4

期

内

九

（
第
戒
措
蜘

五
O
）

ノ
大
ナ
、
核
ノ
形
賦
等
ヨ
リ
所
謂
清
野
氏
組
織
球
ナ
リ
ノ
。
同
一
ノ
細
胞
ユ
ア
原
形
質
中
ニ
赤
色
ノ
「
カ

Y
ミ
ン
」
願
粒
ト
共
－
一
暗
褐
色
ノ
「
メ
ラ

二
シ
」
頼
粒
ノ
少
量
ア
合
有
ス

Y
モ
ノ
有

y
、
亦
斯
カ
Y
モ
ノ
ガ
移
植
地
ノ
筋
間
結
締
織
ノ
可
成

y
深
部
迄
到
達
セ

Y
モ
ノ
ア

9
0
之
V

「メ

タ
ニ
シ
」
願
粒
ヲ
貧
喰
セ

Y
組
織
球
ナ

9
0
本
組
織
球
ガ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ヲ
食
喰
ジ
ア
局
所
ノ
清
掃
作
業
ヲ
潟
ス
A

暴
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
液
注

入
例
ニ
ヨ

P
ア
モ
明
カ
ユ
ジ
ア
、
「
メ
ラ
ユ
ン
」
色
素
ヲ
貧
喰
セ

Y
組
織
球
A

十
日
以
後
ト
ナ
レ
バ
細
胞
A

捷
性
－
一
傾
キ
、
原
形
質
内
ノ
「
メ
ラ

－－
v
J

」
頼
粒
毛
融
合
ジ
ア
個
々
ノ
頼
粒
ヲ
識
別
ジ
得
ず
Y

ニ
至

y
、
「
メ
ラ
ニ
ン
」
ノ
色
調
モ
甚
ジ
グ
減
退
ジ
ア
、
細
胞
樫
ガ
汚
職
淡
黄
色
ノ
球

般
物
ト
ナ

y
－
ア
港
二
消
失
ス
y
d
N

如
ジ
。
然
レ
ド
モ
余
A

本
篇
－
一
一
於
－
プ
此
「
メ
－
ブ
ユ
ン
」
頼
粒
ノ
終
局
運
命
ヲ
論
ズ

Y
7
旨
ト
セ
ズ
、
之
一
一
就
－
プ

ノ
余
ノ
賓
験
A

未
ダ
完
備
－
一
非
Y
故
、
之
－
一
開
シ
ア
A

他
日
ノ
研
究
－
一
待
ツ
ペ
ジ
（
倒
防
闘
か
哨
げ
味
い
市
h
J
I

一
明
ヲ
試
ッ
、
ア
ル
ガ
竿
－
）
。

要
之
、
移
植
ニ
ヨ
リ
「
そ
プ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
一
部
A

崩
解
γ
、
其
際
細
胞
韓
外
－
一
散
乱
セ

Y

「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ノ
一
部
A

移
植
早
期
一
一

遊
出
セ

Y
多
核
白
血
球
－
一
ヨ
リ
ア
貧
喰
セ
ヌ
レ
、
大
部
分
A

組
織
球
－
一
ヨ

9
4プ
清
掃
セ
ラ
レ
、
移
植
一
週
後
－
一
至
レ
バ
骨
膜
周
園
ニ
A

遊
離

「
メ
ラ
二
シ
」
色
素
A

僅
少
ト
ナ

y
、
一
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
食
喰
セ
w
y

遊
走
性
細
胞
自
己
モ
局
所
ニ
於
ア
或
A

周
国
組
織
内
深
部
－
一
到
達
シ
ア

途
三
退
行
性
愛
化
－
一
陥
リ
ア
消
失
ス

Y
ガ
如
シ
。

骨
髄
内
二
於
ア
モ
概
シ
－
プ
同
様
ノ
閥
係
ヲ
示
セ

9
．
但
、
「
メ
ク
ノ
ア
オ

1
ν
y
b
壊
死
ス

Y

モ
長
ク
其
位
置
－
一
原
形
ノ
億
留
？
由
ノ
、
外
骨

膜
二
一
於
ケ
Y
ガ
如
ク
直
チ
ニ
崩
解
ス
w
y

コ
ト
無
ク
、
肉
芽
組
織
ノ
新
生
ガ
骨
端
ヨ
リ
ノ
漸
進
的
－
一
深
部
一
一
及
ピ
、
初
メ
ア
細
胞
鰭
ノ
崩
解
ヲ
来
ジ
、

之
レ
更
－
一
組
織
球
－
一
ヨ

f
ア
食
喰
セ
ラ
w
y

、
ガ
潟
メ
、
骨
髄
内
ニ
A

合
色
素
性
組
織
球
ガ
長
期
間
三
日
一
！
プ
存
在
セ
リ
ノ
。

前
記
ノ
局
所
生
憧
染
色
例
－
一
ヨ
レ
バ
、
球
版
色
素
細
胞
－
一
一
於
－
ア
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ガ
密
－
一
細
胞
鰹
ヲ
充
満
ス

Y
モ
ノ
エ
λ

「
ヵ
ヶ
、
、
ン
」
頼

粒
A

見
ザ
Y

毛
、
幼
若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ナ

y
ト
ジ
ア
記
載
セ

Y
「
メ
ラ
ユ
シ
」
頼
粒
ノ
僅
少
ナ
Y
モ
ノ
ュ

ρ

「カ
Y
ミ
シ
」
頼
粒
ノ
少
許

ヲ
認
メ
ジ
ム
u

之
－
一
由
リ
ノ
ア
常
然
起
Y
可
キ
疑
問
A

「
メ
ラ
ユ
シ
」
頼
粒
ヲ
貧
喰
セ
Y
組
織
球
ト
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
－
一
乏
シ
キ
幼
若
球
朕
「
メ
ラ

ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ト
ノ
差
異
如
何
ノ
問
題
ナ
リ
。
故
田
二
方
前
遁
第
三
賞
験
列
ノ
モ
ノ
及
通
常
家
鶏
ノ
皮
下
－
一
「
メ
ラ
ユ
シ
」
液
ヲ
注
射
ジ
其
際

出
現
ス

Y
「
メ
ラ
ニ
ン
」
ヲ
貧
喰
セ
ジ
組
織
球
ト
、
他
方
第
一
貫
験
列
ノ
移
植
早
期
－
－
認
メ
ラ
M
Y

、
定
型
的
幼
若
「
メ
ラ
ノ
ア
ォ
lν
ン
」
ト
ヲ
比
較



ス
Y

ニ
此
雨
者
A

核
ノ
形
態
－
一
於
－
7
、
其
離
心
性
ナ

Y

ヨ
ト
ユ
一
於
ア
類
似
セ

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
局
所
生
鰹
染
色
－
－
一
於
ケ
グ
’「
カ
ケ
ミ
ン
」
願
粒

ノ
性
航
－
一
ヨ
ソ
ア
、
断
定
的
ノ
鑑
別
貼
ヲ
費
見
セ
ズ
。
然
レ
ド
モ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
A

細
胞
龍
一
一
般
－
一
大
－
一
ジ
ア
核
A

淡
染
性
ヲ
示
シ
、

且
、
大
ナ
Y
核
仁
ヲ
有
ス

Y

毛
、
組
織
球
ノ
核
A

前
者
－
一
比
U
F
4
7

精
濃
染
性
－
一
シ
ア
多
ク
A

核
仁
ヲ
快
如
セ
リ
ノ
、
加
之
、
幼
若
〔
メ
ラ
ノ
プ
オ

1
レ
ン
」
ノ
色
素
頼
粒
A

瓶
ジ
テ
大
形
－
一
ジ
ア
鮮
麗
ナ
レ
ド
毛
、
組
織
球
－
一
ヨ

2
7貧
喰
＋
ノ
レ
タ
Y
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
A

塵
挨
航
ヲ
呈
セ

y
、

且
．
細
胞
ノ
周
閣
－
一
多
ク
A

遊
離
色
素
ヲ
認
メ
殊
－
一
少
シ
ク
時
日
ヲ
経
過
セ

Y

毛
ノ
ミ
願
粒
ノ
色
調
減
退
ジ
ア
限
界
不
明
瞭
ト
ナ

ν
9
0
是

等
ノ
コ
ト
ニ
ヨ
リ
ア
雨
者
ノ
識
別
可
能
ナ
レ
ド
モ
、
場
合
－
一
ヨ
叫
ノ
ア
A

之

v
甚
困
難
ナ

Y
事
ア
叫
ノ
。
業
他
、
「
メ
ラ
ニ
ン
」
液
ヲ
注
入
ジ
タ
U
F

場

合
、
大
量
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
食
喰
セ

Y
組
織
球
ヲ
認
メ
、
又
骨
髄
内
－
一
於
ア
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
多
数
壊
死
ジ
、
散
飢
セ

Y
色
素

頼
粒
モ
多
キ
－
一
従
ヒ
、
色
素
頼
粒
ア
以
ア
充
満
セ

Y
組
織
球
ヲ
多
数
見
Y

ヨ
ト
ア
リ
ア
、
是
等
A

共
－
一
色
素
－
一
宮
メ
Y
球
扶
「
メ
－
プ
ノ
フ
ォ
ー

レ
ン
」
ニ
類
似
セ
w
y

像
ヲ
呈
ス

Y

毛
、
此
場
合
－
一
モ
大
健
前
遁
セ
M
Y

賠
並
－
一
球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
二
細
胞
周
園
ニ
「
ホ

1
フ
」
ヲ
有

γ
、
或
川
中
心
明
朗
部
ア
認
メ
ジ
ム

Y

コ
ト
有
Y

7
盛
考
ト
ジ
ア
鑑
別
uv
得
可
ジ
（
第
五
章
第
一
節
牽
照
）
。

第
三
筒

破
骨
細
胞
夜
網
蹴
織
細
胞

骨
ノ
移
植
後
一
週
頃
ト
ナ
レ
バ
、
奮
骨
質
ノ
骨
端
－
一
先
グ
破
骨
細
胞
現
A

V

、
新
生
骨
梁
組
織
内
－
一
宅
間
モ
ナ
ク
破
骨
細
胞
出
現
ジ
ア
骨

質
ノ
吸
牧
ア
リ
。
此
細
胞
中
－
一
毛
「
メ
ラ
ニ
ン
L
頼
粒
ヲ
謹
γ
、
其
量
A

各
個
鰹
－
一
ヨ
リ
ア
差
ア
レ
ド
モ
二
般
－
一
接
生
営
初
ト
認
ム
ペ
キ
二

l

三
佃
ノ
核
ヲ
有
ス

Y
小
形
ノ
モ
ノ
一
二
頼
粒
数
少
ク
、
多
数
ノ
核
ヲ
有
ス
U
F

大
形
細
胞
－
二
色
素
多
量
ナ
η
ノ
。
然

ν
ド
モ
、
大
形
細
胞
－
一
ア
屯

杢
ク
「
メ
ラ
ユ
ン
L
色
素
ヲ
合
有
セ
ザ
Y

モ
ノ
ア
叫
ノ
。
破
骨
細
胞
内
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
L
頼
粒
A

其
澗
密
度
「
メ
グ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
L

一一比
uv

こ
プ
劣
η
ノ、

叉
核
ヲ
全
然
蔽
フ
コ
ト
無
ク
、
且
、
其
等
細
胞
ノ
特
有
ノ
位
置
ヨ
リ
ス

Y

モ
「
メ
－
フ
ノ
フ
オ

l
v
ン
L
ト
ノ
匡
別
A

容
易
ナ
リ
ノ
。

破
骨
細
胞
f

生
成
起
源
－
一
就
ア
ミ
古
来
遺
骨
細
胞
ヨ
u
y
生
ズ
ト
云
ヒ
、
毛
細
血
管
若
ジ
ク
A

淋
巴
管
内
皮
細
胞
ヨ
柑
ノ
形
成
セ
ラ

Y
ト
稀

ジ
、
或
A

緬
刷
版
織
内
皮
細
胞
ヨ
リ
来
Y
ト
主
張
セ
ラ
レ
タ
レ
ド
、
近
時
本
研
究
－
一
生
膜
色
素
染
色
ガ
膳
用
セ
ラ
レ
、
林
間
宮
内
側
熊
取
川
氏

等
ノ
業
績
相
衣
デ
出
デ
、
組
織
球
性
細
胞
ヨ

y
形
成
セ
ラ
Y

Y
毛
ノ
ナ
Y
2
ト
確
定
ジ
タ

Y
ガ
如
hv
。
而
ジ
ア
本
細
胞
グ
旺
盛
ナ
Y

貧
喰
作

針
叫
武
品
位

原

善、...j

披z

内

一
九
三

（
第
式
競

五
一
〉



第
仮
谷

F「

原

箸
』d

:lfll 

内

一
九
四

（
第
武
吹

五
二
）

用
ヲ
有
ス
ル
A

周
知
ノ
事
貰
－
一
ジ
ア
、
組
織
球
－
一
於
ケ
Y
ト
同
様
－
一
、
破
骨
細
胞
内
ニ
認
メ
ラ

y
y
「
メ
ラ
ニ
ン
L

頼
粒
A

本
細
胞
－
一
ヨ
リ
ノ
ア

食
喰
セ
ラ
w
b
p
u
y

モ
ノ
ナ
Y

2
ト
疑
ヒ
無
uv
。
同
様
－
一
移
植
局
所
ζ

認
メ
ラ

y
y
異
物

E
態
細
胞
宅
色
素
頼
粒
ヲ
少
許
貧
喰
セ
リ
ノ
。

叉
稀
ナ
レ
ド
毛
骨
梁
間
ノ
髄
組
織
中
ノ
網
紋
織
細
胞
内
ニ
モ
「
メ
ラ
ユ
ン
」
色
素
ヲ
認
メ
タ

Y

コ
ト
ア
リ
。
本
細
胞
内
ニ
於
ケ
Y

色
素
頼
粒

ノ
意
義
モ
組
織
球
及
破
骨
細
胞
内
ノ
色
素
ト
同
一
エ
解
ス

Y
ヲ
得
ペ
シ
。
街
、
「
メ
由
フ
ニ
ン
」
液
ヲ
注
入
セ

y
f
t
ノ
ニ
炉
、
ア
A

、
結
締
織
成
形
細

胞
中
ニ
極
メ
ア
少
許
ノ
「
メ
－
ブ
ニ
シ
L

頼
粒
ヲ
認
メ
タ
Y

コ
ト
有
η
ノ。

第
五
章
「
メ
ヲ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
綿
括
的
観
察

各
章
三
日

Y
－
プ
緒
越
セ

Y
所
見
ヲ
基
礎
ト
シ
ア
、
移
植
後
現
A

Y

、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
態
度
－
一
就
キ
、
讃
者
ノ
諒
解
ヲ
乞
ア
便
宜
上

各
節
－
一
分
チ
－
Y
総
括
的
親
察
ヲ
試
ミ
ン
ト
ス
。
移
植
－
一
営

y
－プ
A

、
外
骨
膜
組
織
中
ノ
毛
ノ
A

其
数
量
最
多
ク
、
且
定
型
的
麗
化
ヲ
示
ス
ニ
ヨ

リ
、
＋
十
一ト
ジ
ラ
之
ュ
就
？
プ
記
載
ス
可
シ
。

第
一
節
幼
若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
－
般
所
見

成
熟
セ
U
F

烏
骨
鶏
骨
－
一
一
於
－
プ
A

内
骨
膜
組
織
中
ノ
一
部
ヲ
除
キ
、
其
他
ノ
線
－
プ
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
A

多
数
ノ
突
起
ヲ
有
ス

Y
モ
ノ
ノ

ミ
ナ
レ
ド
て
移
植
後
出
現
ス

Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
L
A

突
起
ヲ
有
サ
ザ
Y
球
朕
細
胞
ナ

P
（
第
五
圃
及
六
闘
彦
一
照
）
。
是
等
ノ
一
部
川
元
来

骨
膜
組
織
中
ニ
存
在
セ
ジ
有
突
起
性
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
移
植
－
一
営
リ
、
突
起
ヲ
牧
縮
ス

Y

－一ヨ

y
－7
・来レ

Y

モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
其
他
A

再
生
増
殖
セ
w
y

幼
若
「
メ
－
プ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
L
ナ

y
。
極
メ
ア
初
期
－
一
於
ア
A

原
形
質
中
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
頼
粒
A

僅
少
－
一
ジ
ア
核
及
原
形

質
ノ
観
察
容
易
ナ
リ
（
第
一
閉
塞
照
）
。
業
平
面
像
A

正
闘
形
又
A

楠
闘
形
ヲ
ナ
ジ
、
遺
骨
細
胞
大
ヨ

9
此
数
倍
大
－
一
達
シ
、
大
小
不
同
ナ
Y

モ

一
般
二
大
形
ノ
モ
ノ
多
シ
。
大
形
細
胞
ニ
ア
モ
色
素
頼
粒
－
一
乏
シ
キ
モ
ノ
ア

y
、
亦
小
形
細
胞
－
一
ア
モ
色
素
－
一
宮
メ

Y
モ
ノ
ア

y
－7
此
種
細
胞

ユ
於
－
7
A
細
胞
ノ
大
サ
ト
「
メ
ラ
ニ
シ
」
頼
粒
ノ
数
量
ト
ノ
問
ニ
一
定
ノ
関
係
ヲ
見
出
シ
難
ジ
。
核
A

偏
在
ジ
ア
類
固
形
、
精
固
形
ナ
レ
ド
叉
核

ノ
一
部
ガ
突
陵
セ

Y
ア
リ
、
或
A
鈍
固
多
稜
形
ナ
Y
ア
リ
ノ
、
一
般
－
一
淡
染
性
－
一
ジ
ア
「
ク
ロ
？
チ
ン
モ
一
乏
シ
ク
、
大
ナ
Y

一
ー
ー
二
個
ノ
核
小
健

ヲ
有
セ

y
。
原
形
質
豊
富
ニ
シ
ア
「
ヘ
マ
ト
キ

シ
リ
ン
・
エ
オ
ジ
ン
L

－
一
ア
殆
、
染
色
セ
ズ
、
時
二
盟
基
性
色
素
一
ヨ

p
網
版
ノ
傑
ア
示
セ

y
。



周
囲
組
織
－
一
比
ジ
明
朗
性
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
細
胞
ノ
限
界
A

多
ク
判
然
セ

y
。
球
朕
細
胞
ノ
大
多
数
A

「
メ
ラ
ニ
ン
L
色
素
ガ
一
豊
富
－
一
ジ
ア
、
原
形

質
ガ
色
素
頼
粒
－
一
ヨ
リ
ア
充
満
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ
リ
。
「
メ
ラ
ニ
シ
」
頼
粒
ノ
少
キ
モ
ノ
A

核
ガ
稿
偏
在
セ

Y

－
一
過
ギ
ザ

v
v、
色
素
－
一
宮
ミ
細

胞
全
韓
ガ
球
伏
色
素
塊
ノ
如
キ
像
ヲ
示
ス
モ
ノ
－
一
於
ア
A

、核
A

色
素
頼
粒
中
ニ
埋
設
シ
ア
不
明
ナ
y
d
μ

多
ク
、
其
存
在
ヲ
認
メ
得
－
フ
U
F

、
場

合
ニ
A

核
ハ
甚
ジ
ク
偏
在
ジ
、
色
素
球
ノ
一
端
－
一
在

y
－7
、
核
ノ
形
態
及
性
扶
A

色
素
頼
粒
ノ
僅
少
ナ
Y
モ
ノ
ニ
於
ケ
M
Y

ト
同
様
ナ
η
ノ
。
斯
カ

Y

偏
在
性
核
ヲ
有
ス

Y
色
素
頼
粒
A

ヨg
r。
］
氏
問
ガ

F
V目
PEO『］常
4
0

ノ
上
皮
性
色
素
細
胞
－
一
就
キ
園
示
シ
、
目
。
巨
包
括
氏
問
ガ
其
腹
膜

中
ノ
色
素
細
胞
－
一
就
ア
記
載
セ
M
Y

ト
ヨ
ロ
ユ
似
タ

y
。
偏
在
性
核
ノ
極
端
ナ
Y
場
合
－
二
核
ノ
一
部
A

細
胞
健
外
－
一
突
出
セ
y
d
N

如
ク
ナ
レ

γ
毛
、
詳
細
－
一
観

ν
バ
核
ノ
外
周
－
二
染
色
性
無
キ
明
朗
性
ノ
狭
細
ナ
Y

一
層
ア

7
0
又
核
ノ
周
園
ノ
ミ
ナ
タ
ズ
此
ノ
明
朗
性
ナ
Y
暦
A

往
々

細
胞
ノ
全
周
ニ
百
一p
細
胞
「
ホ

l
フ
L

（
国
主
）
ト
シ
ア
認
メ
ラ
U
F
O

出
o
E
S
氏
側
A

矧
斗
ヲ
材
料
ト
ジ
ア
健
外
培
養
ヲ
行
ヒ
、
「
メ
－
ブ
ノ
フ
ォ

ー
レ
ン
」
ガ
著
シ
ク
透
明
ナ
Y
外
原
形
質
ノ
薄
屠
ト
、
「
メ
－
フ
－
一
ン
」
色
素
ア
合
有
セ

Y
内
原
形
質
ト
ヨ

y
成
レ

Y
ヲ
報
ゼ

Y
ガ
、
余
ノ
烏
骨
鶏

エ
於
ア
認
メ
タ

Y
此
明
朗
性
ナ
Y

一
層
A

氏
ノ
所
謂
透
明
ナ
Y
外
原
形
質
－
一
相
営
セ

Y
毛
ノ
ナ

y
ヤ
否
ャ
、
記
uv

－
プ
後
・
来
ノ
研
究
－
一
侠
ッ
。

幼
若
球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
中
ノ
色
素
頼
粒
A

正
常
ノ
モ
ノ
－
一
見
ザ
Y
著
大
球
朕
ノ
モ
ノ
ト
ジ
ア
現
A

ν

、
或
A

小
頼
粒
ノ
集
図
セ

Y

如
キ
モ
ノ
ア

9
0
色
彩
A

褐
色
又
A

暗
褐
色
ナ
V

ド
大
形
頼
粒
A

一
一
般
－
一
色
調
濃
厚
ナ

y
。
生
龍
染
色
ノ
場
合
－
一
組
織
球
性
細
胞
ノ
原
形
質

内
』
一
現
y
、
大
形
「
カ
ケ
ミ
ン
」
頼
粒
A

外
殻
部
ノ
ミ
染
色
セ
ラ
山
戸
、
加
キ
観
ヲ
呈
ス

Y

ヨ
ト
ア
時
ノ
、
而
ジ
ア
「
メ
ラ
ニ

y
」
頼
粒
ノ
大
形
ノ
モ
ノ

毛
稀
レ
ニ
頼
粒
ノ
周
遁
部
ガ
濃
染
ジ
、
中
心
A

淡
キ
輪
妹
ヲ
ナ
セ

Y
モ
ノ
ア
リ
。
同
様
ノ
像
A

勝
沼
氏
側
ガ
人
韓
軟
脳
膜
ノ
色
素
細
胞
ノ
大
形

「
メ
ラ
ユ
ン
」
頼
粒
－
一
於
ア
モ
一
部
メ
タ

9
0
余
ノ
例
－
一
一
於
－
ア
A

「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
遺
骨
細
胞
中
ノ
大
形
頼
粒
ニ
ア
毛
之
ヲ
謹

セ
ソ
。
頼
粒
A

原
形
質
中
ヲ
必
ズ
ジ
モ
平
等
－
一
充
満
セ
ズ
ジ
ア
、
細
胞
ノ
中
心
部
ニ
ハ
色
素
頼
粒
僅
少
ナ
Y
カ
或
A

之
ヲ
快
ケ
Y
鴬
メ
他
ノ
部

－
一
比
シ
ア
色
調
淡
キ
毛
ノ
ア
咋
ノ
。
此
ノ
明
朗
性
ナ
Y
中
心
部
A

染
色
標
本
－
一
就
ア
見
Y

毛
、
淡
寅
褐
色
－
一
ジ
ア
、
略
国
形
ヲ
呈
ジ
周
園
二
漸
究

移
行
セ
リ
。
斯
カ

Y
所
見
A

ぎ
石
＠
吋
問
問
⑦
］
］
α
－
何
回
忌
E
F
E
問

E
g
g］
川
氏
等
－
一
ヨ

yeア
魚
類
或
A

腿
最
類
ノ
色
素
細
胞
『
一
就
47
報
告
セ
ラ

二
一
類
似
セ
リ
。
唯
本
明
朗
部
A

移
植
後
出
現
ス
M
F

球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

ν
タ

y
c
oロ」可
E

－－B
s
r
（〉立『
mvr
t
c
p由
EHvyh凶一君）

一
ノ
ミ
認

第
或
品
位

「司、

原

著
~ 

嬬

内

一
九
五

（
第
戒
競

五
三
）



第
tAAt

F『

原

著

期

内

一
九
六

〈
第
成
時
伽

五
問
〉

メ
ラ
レ
、
有
突
起
性
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
二
認
メ
ラ
レ
ザ
Y
ガ
故
－
一
、
果
ジ
ア
諸
家
ノ
記
載
セ

Y

毛
ノ
ト
同
一
ナ
Y

ヤ
否
ヤ
疑
A
u
v
。
然

レ
共
此
明
朗
部
ガ
核
ノ
存
在
ヲ
示
ス
モ
ノ
エ
非
U

F

A

球
航
細
胞
ノ
核
ガ
細
胞
ノ
一
端
ユ
在
Y

－
一
拘
ラ
ズ
、
コ
A

常
－
一
中
心
－
一
存
在
ジ
、
亦
核

ヲ
明
カ
ニ
認
ム
w
F

際
－
一
モ
之
ヲ
詩
ス

Y

－
一
ヨ
リ
ノ
ア
明
カ
ナ

y
。

前
此
他
、
球
朕
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
一
於
ア
注
意
ス
ペ
キ
六
原
形
質
中
－
一
正
固
形
ノ
宰
胞
献
物
ヲ
有
ス

Y
毛
ノ
ア

Y
事
ユ
ジ
ア
、
之
ハ

通
常
一
個
ナ
レ
共
、
稀
レ
ニ
一
致
佃
ヲ
戴
ス
U
Y

コ
ト
ア

y
（
第
一
圃
塞
照
）
。
「
ズ
ダ
ン
」

m
ヲ
以
ア
染
色
ス
レ
バ
、
胞
賦
物
ガ
明
カ
ニ
帯
黄
赤

色
ζ

染
着
セ
ラ

M

戸
、
事
ア
U
F

ガ
故
－
一
、
其
一
部
A
「
y
ポ
イ
ド
」

F

一
由
来
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
可
ク
、
此
他
脂
肪
組
織
ノ
附
近
－
一
在
Y

モ
ノ
ニ

A
微
細

ノ
脂
肪
摘
ヲ
多
数
－
一
包
伶
ス

Y

モ
ノ
ア

p
。
是
等
脂
肪
性
物
質
ァ
戒
ス

Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
核
ノ
獲
性
像
ヲ
示
ス
コ
ト
無
ク
、
且
、
細
胞

鱒
モ
崩
解
ノ
朕
無
キ
ノ
ミ
ナ
ク
ズ
、
突
起
ヲ
出
シ
ア
星
影
扶
細
胞
へ
ノ
移
行
像
ヲ
示
uv
、
或
A

後
－
一
説
ク
如
キ
細
胞
ノ
分
裂
増
殖
ヲ
替
ム
ペ
キ

隻
核
細
胞
－
一
モ
之
ヲ
読
ス

Y

－一ヨ

9
、
必
ズ
ジ
モ
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

1
v
y
」
ノ
退
行
性
品
質
化
ヲ
示
ス
モ
ノ
ニ
A

非
Y
可
ジ
。

向
、
球
妖
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
比
ス
レ
バ
稀
レ
ナ
レ
ド
モ
移
植
後
、
長
紡
錘
形
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
出
現
ス

Y

コ
ト
ア

y
（
第
萱

闘
盛
一
照
）
。
球
朕
細
胞
ト
同
様
ζ

細
胞
及
色
素
頼
粒
ノ
大
サ
、
色
素
ノ
量
不
同
ニ
ジ
ア
原
形
質
中
ノ
色
素
頼
粒
A

平
等
ユ
叉
A

不
平
等
－
一
分
布

セ
y
。
核
A

球
朕
細
胞
核
－
一
比
ジ
ア
長
ク
、
長
楠
固
形
ア
呈
ジ
、
核
小
韓
ヲ
認
メ
ジ
ム

Y

コ
ト
ア
Y
毛
多
ク
A

之
ヲ
快
ケ

y
。
中
心
明
朗
部

A

梢
固
形
ナ
リ
ノ
。
球
朕
ト
稀
ジ
、
紡
錘
形
ト
一
一
首
プ
毛
車
－
一
外
形
上
ノ
区
別
－
一
過
ギ
ズ
、
此
雨
者
ノ
間
－
一
種
々
ノ
移
行
型
ア

9
、
梓
服
、
短
紡
錘

形
或
A

不
整
形
ヲ
ナ
セ

9
0

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
再
生
夜
増
殖

骨
膜
組
織
中
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ヲ
移
植
前
ト
移
植
後
時
日
ヲ
経
過
セ

Y
毛
ノ
ト
比
較
ス

Y

－
一
、
後
者
－
一
於
ア
A

著
明
－
一

ォ
！
レ
ン
」
ノ
増
生
ア
謹
ス
。
斯
カ
Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
再
生
増
殖
ザ
如
何
ナ
Y
形
式
－
｝
ヨ

y
eプ
行
A

Y

、
ャ

A
興
味
ア
w
y

問
題
ナ

y

d
N

、
余
ノ
所
見
－
一
ヨ
レ
バ
二
型
ヲ
示
ス
毛
ノ
－
一
シ
ア
、
第
一

A

移
植
早
期
－
一
（
三
1
五
日
）
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
母
細
胞
ト
見
倣
ス
ペ
キ
可
規

性
「
メ
ラ
ユ
ン
」
頼
粒
ヲ
合
有
セ
ザ
Y
原
形
質
－
一
宮
メ
Y
類
固
形
細
胞
ガ
出
現
ジ
、
其
原
形
質
中
－
一
初
メ
僅
少
ナ
Y
「メ－フ
ζ

ン
」
頼
粒
d
N

現
A
ν

第
二
筒

「
メ
ラ
’
ノ
ア



漸
究
業
量
ヲ
増
加
ジ
、
途
－
一
原
形
質
ヲ
充
満
シ
ア
多
色
素
性
ノ
球
朕
「
メ
タ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ト
ナ

Y
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
可
調
性
頼
粒
ヲ
有
サ
ザ
Y
幼

若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
起
源
A

審
－
一
ス

Y
ヲ
得
ザ
9

U

J

毛
、
烏
骨
鶏
ノ
骨
膜
組
織
さ
冗
来
「
メ
ラ
ダ
プ
オ

l
v
y
」
－
一
宮
ム
毛
ノ
ナ

Y

7
以

ア
、
以
前
ヨ

9
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
原
基
細
胞
ト
シ
ア
存
在
シ
、
之
レ
ガ
増
殖
hv
来
レ

Y
モ
ノ
ニ
非
Y
ヵ
。
斯
ノ
如
キ
A

人
種
黒
色
肉
腫
－
一

於
ケ

Y
色
素
細
施
ノ
分
裂
増
殖
ガ
無
色
素
ノ
妹
態
－
一
－
7
遂
行
セ
ラ

Y

、
ニ
類
似
セ

y
u
但
シ
烏
骨
鶏
ノ
骨
移
植
－
一
営
リ
ア
A

明
カ
ニ
無
色
素

性
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
核
分
裂
像
ヲ
鏡
下
－
一
一
於
－
ア
確
認
ス

Y
ヲ
得
ザ
η
ノ
キ
。
第
一
一
A

色
素
ヲ
有
ス

Y
球
肢
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
分

健
増
殖
ス

Y
屯
ノ
ニ
ジ
ア
、
球
朕
細
胞
A

通
常
一
個
ノ
核
ヲ
有
ス
レ
共
、
移
植
後
一
週
間
前
後
ノ
標
本
－
一
於
ア
A

屡
健
核
細
胞
ヲ
現
出
ス
。
核

A

略
同
大
－
一

hvaプ
、
精
離
レ
ア
細
胞
端
－
一
存
在
ス

Y

コ
ト
ア
リ
。
或
A

細
胞
ノ
一
端
－
一
密
接
井
列
ス

Y

コ
ト
ア
リ
ノ
。
筒
、
三
個
ノ
核
ヲ
有
ス

Y

毛
ノ
ヲ
一
回
見
タ

Y
ガ
細
胞
ノ
一
端
三
ニ
佃
グ
相
接
シ
ア
存
在
セ
リ
ノ
（
第
一
国
塞
照
）
。

魚
類
或
A

腿
品
類
ノ
異
皮
－
一
存
在
ス
w
y
「
メ
ク
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
往
々
…
隻
核
又
ご
ニ
核
ヲ
有
ス

Y
モ
ノ
有
Y
事
A

従
前
ヨ

y
知
－
フ
レ
タ
レ

ド
、
斯
品
川

Y
正
常
多
核
細
胞
ノ
形
成
－
一
関
U
J

－7
N
E
B
2
5
2
u
削
訟
の
E
E含
閣
氏
等

A
E
F
E主
包
雪

2
ノ
「
メ
－
プ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
－
一
間
接

核
分
裂
像
ヲ
認
メ
、
核
ノ
分
裂
－
一
細
胞
憧
ノ
分
剖
ガ
件
A

ズ
シ
ア
生
一
成
セ
ラ

Y

、
毛
ノ
ト
セ
リ
ノ

o
E
g包
括
氏
問
モ
隻
核
細
胞
ノ
生
成
機
縛

A

上
記
諸
氏
ト
同
様
－
一
解
稗
ス
レ
ド
、
細
胞
瞳
ノ
分
剖
ガ
核
分
裂
ヨ

y
遅
延
ス

Y
モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
究
デ
細
胞
ノ
分
鰭
ヲ
来
ス
ト
遁
ぺ
、
突
起
ヲ

以
ア
相
蓮

v
y
色
素
細
胞
ヲ
分
韓
像
ナ

y
ト
ジ
ア
圃
示
セ
リ
ノ
。
一
方
∞
。
布
。
『
氏
側

A

魚
類
ノ
色
素
細
胞
団
一
就
ア
衣
ノ
如
ク
言
へ

y
。

rf

m
r
c
g
c
Eロ円四回国
H
色。司

krロロ倍、

y目。
N戸
y
p
g
p
p
f国司
百戸戸
G

円
吋
仲
間
E
O
E
N
O
F
wロ島市
凶由
民
2
｝足
。。
ユ
E
】岡田（吉

国勺主
O円
。
回
目
E
4『仙の巴戸口問団
m
g
E
g

4
2一旦的甲骨①回国）品目。

4
0
5
5
7
2ロ
m

－2
同
2
・回。回目。
E
言
問
含
目

司。向。ふ

2
5吉田
O
U

由。ロ門戸
2
・HF
A
H
d

戸吋の｝】

。ロニ
一50
｝』
∞
N
O円由。
V
H
H
O
Z
H
己
的
ペ
。
円

2
c｝戸間＠
H
H
4
f

叉

F
g
Z吾
氏
側
A

海
底
ノ
耳
部
－
一
就
・
プ
再
生
試
験
ヲ
行
ヒ
、
上
皮
性
「
ク
ロ
マ
ト
ア
オ

1
v
y
」
－
一
間
接
核
分
裂
ヲ
認
メ
タ

y
。
余
A

全

賓
験
ヲ
通
タ
ア
明
カ
－
一
核
ノ
分
剖
像
ヲ
示
ス
モ
ノ
－
一
遭
遇
セ
ザ
リ
シ
ガ
故
－
一
、
核
ガ
直
接
分
裂
ヲ
ナ
ス
ヤ
、
崎
市
タ
間
接
分
裂
ヲ
行
フ
ヤ
A

明
言

U
J

得
ザ
Y

毛
、
此
際
出
現
ス

Y
隻
核
細
胞
A

核
分
裂
ユ
ヨ

f
ア
生
ズ

Y
毛
ノ
ニ
ジ
ア
、
車
核
細
胞
f
癒
合
－
一
ヨ

yeプ
形
成
セ
ラ
w
y

、
－
一
非
M
F

可

第
或
品
管

F司

原

蕃

"""" 

期

内

ザ
九
七

（
第
成
時
伽

一九

五
）



常
用
成
品
世

F司

原

箸

姻

内

-Jc 
八ー

第
す
胤
哨
肌

－
九
六
）

シ
ト
信
ズ
。
其
理
由
A

球
朕
ノ
隻
核
細
胞
ガ
細
胞
ノ
分
韓
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
二
個
ノ
車
核
細
胞
ヲ
生
ズ
ト
認
ム
ペ
キ
移
行
像
ヲ
示
ス
ト
、
骨
移
植
後
各

種
細
胞
ノ
分
裂
増
殖
ガ
最
毛
旺
盛
ナ
Y
時
期
－
二
致
ジ
ア
、
球
献
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ニ
一
屡
隻
核
細
胞
ヲ
認
ム

Y

－
一
拘
ラ
ズ
、
「
メ
ラ
ノ
フ

ォ
ー
レ
ン
」
ガ
成
熟
ぞ
ア
正
規
ノ
形
態
ヲ
ナ
セ

Y
平
静
ノ
モ
ノ
ユ
A

少
ク
モ
骨
膜
組
織
一
一
於
－
ア
A

脚
質
核
細
胞
ヲ
殆
、
見
ず
Y
事
質
ト
ニ
懐
レ
リ
。

郎
、
盤
核
細
胞
A

分
裂
増
殖
ス

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
細
胞
中
央
部
ガ
絞
拒
セ
ラ
レ
タ

Y
ガ
如
キ
モ
ノ
或
A

細
胞
ノ
一
端
ヨ

y
中
心
部
ヲ
通
ジ
ア
亀

裂
ヲ
生
ジ
二
部

A向
蓮
絡
ヲ
保
－
ア
Y

モ
ノ
ヨ

y
、
全
ク
分
離
セ
U
Y

モ
ノ
ニ
至
Y
迄
種
々
ノ
移
行
型
ヲ
認
メ
シ
ム

Y
ナ
η
ノ
。
三
核
細
胞

A
E
F

E
E氏
側
ノ
設
ク
如
ク
、
隻
核
細
胞
ノ
一
核
ガ
分
裂
ス

Y

－一ヨ

y
－
プ
生
ゼ

γ
モ
ノ
ナ
w
y

可
hv
。
本
細
胞
－
一
於
－
ア
モ
細
胞
端
ヨ
リ
ノ
亀
裂
ヲ
生
ゼ

Y

7
見
h
p
y
（
附
園
牽
照
）
。

余
ノ
所
設

A
』

2
2
E
E
m
氏
説
－
一
似
タ
レ
ド
モ
、
氏

A
F
Z
E
E宏
司
］
号

g
ノ
正
常
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
－
一
於
ケ

Y
所
見
ヲ
遁
ぺ
、
有

突
起
性
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」

A
此
際
突
起
ヲ
有
ス

Y
偉
分
裂
ス
ト
言
へ

y
。
又

N
F
E
E
d
s
H
F
氏
問

A
同
細
胞
ガ
分
裂
ス

Y
際
突
起
ヲ
欣

縮
ス

Y

モ
ノ
ト
有
突
起
性
ノ
肢
態
エ
ア
分
裂
ス

Y

モ
ノ
ト
ア

Y
ヲ
遁
ペ
タ

9
0
烏
骨
鶏
－
一
於
－
プ
モ
星
彩
服
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
有
突
起

性
ノ
状
態
－
一
ア
分
裂
増
殖
ス
w
y

コ
ト
有

y
ヤ
否
ヤ
点
、
之
ヲ
肯
定
ス
ペ
ヤ
積
極
的
所
見
－
一
接
ス

Y
ニ
至
ラ
ザ
η
ノ
ジ
ト
共
－
一
、
之
ヲ
全
然
否
定
ス

可
キ
何
等
ノ
根
醸
ァ
有
セ
ズ
。

同
丘
町
氏
側
A

蛸
斗
ノ
色
素
細
胞
－
一
核
分
裂
胃
／
認
メ
ザ
Y

－一由

y
、
可
視
性
色
素
細
胞
ノ
朕
態
－
一
－
プ
A

増
殖
ス

Y

モ
ノ
－
一
非
Y
可
uv

ト
言
へ

Y

宅
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
「
メ
ラ
ユ
シ
」
頼
粒
ヲ
宥
ス

Y

マ
、
増
殖
し
V

得

UFA
前
記
諸
氏
ノ
所
見
－
一
ア
モ
明
カ
ナ

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
烏
骨

鶏
二
一
於
－
ア
λ

骨
膜
細
胞
ガ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
色
素
ヲ
有
ス

Y
億
間
接
核
分
裂
－
一
ヨ
リ
ア
増
殖
ス

Y

－
一
由
リ
ノ
ア
モ
知
Y
可
キ
ナ

y
。

向
、

z
g
g
Eピ
氏
側

A
矧
斗
ノ
上
皮
性
色
素
細
胞
ノ
分
裂
時
－
一
原
形
質
内
ニ
散
在
セ

Y
色
素
願
粒
ガ
細
胞
ノ
南
極
－
一
集
合
唱
A

Y
ヲ
認
メ
、

N
E
E
2
H
E
H
H口
氏
側

A
E
Fロ｝
PEAr－］ミ
g
ノ
上
皮
性
色
素
細
胞
ガ
分
裂
－
一
嘗

y
、
細
胞
韓

A球
朕
ト
ナ
リ
色
素
願
粒

A敷
ケ
所
－
一
集
合
ス
w
y

ヲ
見
タ
V
’
モ
、
余
ノ
例
一
一
於
－
7
A
骨
形
成
細
胞
及
「
メ
－
プ
ノ
ア
オ

1
v
y
」
共
ニ
細
胞
ノ
分
裂
－
一
際
ジ
ア
色
素
煩
粒
ガ
一
定
ノ
配
列
ヲ
示
セ
w
y
品
川

ノ
無
uv

。
紡
錘
形
「
メ
ラ
ノ
ア
オ

1
V
ン
」
－
一
就
ア
ハ
一
一
般
－
一
其
敷
乏
ジ
ク
、
陵
分
裂
、
細
胞
程
ノ
分
剖
像
↑
一
モ
遭
遇
セ
ザ
リ
ノ
シ
毛
、
稀
レ
ニ
…
箆



核
細
胞
屯
存
在
シ
、
細
胞
鰹
内
ノ
「
メ
ラ
ニ
シ
」
頼
粒
ノ
量
モ
種
々
ア

1
7、
梅
山
v
a
ア
色
素
量
ノ
少
キ
毛
ノ
A

細
胞
健
司
了
小
ナ
ur
ガ
故
－
一
、
恐
由
フ

ク
球
朕
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ト
同
一
機
轄
－
一
ヨ
？
プ
増
殖
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y
可
uv
。

第
三
節
「
J
Zヲ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
饗
態

烏
骨
鶏
ノ
結
締
織
中
ニ
在
w
y

「
メ
ラ
ノ
フ
オ
レ

l
ン」
A

費
育
ノ
時
期
－
一
ヨ

y
或
A

種
々
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
叫
ノ
叉
A

機
能
蹴
態
－
一
ヨ

1
7
形
態
－
一

獲
化
ヲ
来
ス
モ
ノ
ニ
ジ
ア
（
岡
県
Z
E
E
問
中
清
野
附
今
問
氏
等
）
、
余
ノ
移
植
試
験
－
一
営

f
プ
モ
、
細
胞
突
起
ヲ
縮
小
uv
ア
球
朕
ヲ
呈
ス

Y

外
、
幼
若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
球
妹
或
A

紡
錘
形
ヲ
ナ
シ
ア
出
現
ス

Y

コ
ト
屡
究
記
載
セ

Y
ト
コ
ロ
ナ

9
0
球
賦
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ

シ
」
ヨ

9
有
突
起
性
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
－
一
移
行
ス

Y
際
－
二
、
先
グ
細
胞
健
ガ
務
長
味
ヲ
帯
ピ
、
卵
固
形
又
A

楠
固
形
ヲ
ナ
シ
、
業
長
軸

－
一
括
ヒ
ア
前
後
－
一
或
A

側
方
－
一
短
キ
恰
モ
「
ア
メ
ー
バ
」
ノ
般
足
朕
ノ
突
起
司
／
生
ジ
、
之

ν
ガ
延
長
uv
－
プ
細
長
ト
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
業
初
メ
－
－

営
9
－7
A
突
起
中
－
一
色
素
頼
粒
ガ
充
満
セ

Y

宅
ノ
モ
有
レ
ド
、
染
色
性
無
キ
明
朗
性
ノ
舌
朕
突
起
ノ
ミ
ニ
む
こ
プ
、
金
グ
「
メ
ラ
ユ
シ
」
頼
粒
ヲ
快

ク
Y
毛
ノ
ア

y
、
或
A

突
起
ノ
基
始
部
－
一
ノ
ミ
少
許
ノ
色
素
頼
粒
ヲ
有
ス

Y
毛
ノ
ア

y
。
同
一
細
胞
－
一
ア
無
色
素
性
ノ
突
起
ノ
ミ
ヲ
具
備
ス

Y
ア
y
、
或
A

無
色
素
性
突
起
ト
有
色
素
性
突
起
ト
ヲ
有
ス

Y
モ
ノ
ア

9

（
第
一
園
・
墨
田
川
）
。
突
起
ノ
尖
端
迄
色
素
頼
粒
ガ
充
貰
セ
ザ
Y
場

合
ニ
A

其
末
端
ノ
頼
粒
縁
A

鋸
歯
朕
ノ
曲
線
ヲ
ナ
ス
－
一
反
hv
、
金
突
起
ア
色
素
頼
粒
ガ
充
満
ス

Y
時
A

葉
末
端
A

卒
滑
ノ
鈍
囲
形
ヲ
ナ
ス
品
川
又

A

固
錐
形
ヲ
呈
ス

Y

－一ヨ

9
、
突
起
終
末
ヲ
明
カ
ニ
一
部
メ
得
ザ
Y
時
－
一
毛
色
素
端
ノ
形
朕
ヲ
見

ν
バ
‘
細
胞
突
起
ト
色
素
頼
粒
ト
ノ
開
係
ヲ
推

知
uv
得
ペ
ジ
。
同
様
ノ
関
係
A

亦
紡
錘
形
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
二
二
部
メ
ラ
Y
。
完
全
ナ
Y

星
彩
服
細
胞
ト
ナ

ν
バ
畢
－
一
細
胞
鰹
ノ
麓
形

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
中
心
明
朗
部
A

消
失
シ
、
核
A

核
小
鰹
ヲ
失
ヒ
ア
一
様
－
一
淡
染
性
ノ
構
図
形
ヲ
呈
シ
、
業
位
置
A

略
細
胞
ノ
中
央
－
一
来
9
、
大
形

「
メ
ラ
ユ
シ
」
頼
粒
A

消
失
シ
ア
卒
等
ノ
細
頼
粒
朕
ト
ナ
Y
。
頼
粒
個
々
ノ
色
調
－
一
A

著
獲
ヲ
認
メ
ザ

ν
ド
、
細
胞
全
瞳
ト
hve
プ
A

球
朕
ノ
モ
ノ

A

一
般
－
一
濃
厚
－
一
ジ
ア
、
暗
褐
色
又
A

黒
色
ヲ
ナ
ス
モ
、
星
彩
放
ノ
モ
ノ
A

黄
褐
色
若
ジ
ク
A

暗
褐
色
ヲ
ナ
セ

y
。之

v
細
胞
A

非
薄
扇
卒
ト
ナ

9
、
色
素
頼
粒
間
ガ
精
義
疎
ト
ナ
U
Y

震
メ
ナ

9
0
而
ジ
ア
「
メ
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
A

恐
－
フ
ク
業
生
活
力
ノ
衰
退
－
一
際
シ
再
ぜ
突
起
ヲ
牧
縮
ジ
ア

鈍
固
多
稜
形
又
A

球
賦
ト
ナ
Y
屯
ノ
ニ
ジ
ア
、
此
際
核
A

極
端
－
一
偏
在
ジ
ア
萎
縮
濃
染
γ
、
或
A

染
色
不
良
ト
ナ

v
y
（
第
二
章
第
二
節
塞
照
）
。

第
或
品
世

F『

原

著
L」

持il

内

一
九
九

〈
第
戒
強

五
七
〉



借
用
或
品
世

書

｛第
t島
崎
踊

五
八
）

P『

原

内

二
O
O

期

新
ノ
加
キ
モ
ノ
干
移
植
後
出
現
ス

Y
幼
若
球
蹴
細
胞
ト
A

核
ノ
性
斌
－
一
一
期
著
ナ
W
差
異
ア
Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
細
胞
ノ
大
サ
前
者
A

後
者
ノ
如
ク

不
同
ナ
ヌ
ズ
、
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
A

甚
綱
審
－
一
ジ
ア
頼
粒
個
々
ヲ
識
別
ス

Y

コ
ト
困
難
ナ
レ
ド
モ
、
幼
若
細
胞
－
一
一
於
グ
M
F
d
N

加
グ
粗
大
ナ
タ

ザ
y

d

N

如
シ
。
中
心
明
劇
部
A

認
メ
ラ
レ
ズ
シ
グ
、
細
胞
周
園
ノ
「
ホ

1
フ
」
又
著
明
ナ
ラ
ズ
。

最
後
一
二
言
ス
ペ
キ
A

細
胞
／
襲
態
ト
細
胞
突
起
ト
ノ
関
係
ナ
9
0
雨
棲
類
、
照
義
煩
等
－
一
多
数
認
メ
フ
w
F

、
色
素
’
細
胞
ガ
種
々
ノ
場
合
－
一

種
態
ジ
ア
、
有
突
起
性
細
胞
ガ
外
観
上
球
形
ヲ
呈
ス
M
F

コ
ト
A

古
タ
ヨ

9
知
ク
レ
タ
レ
ド
、
補
者
ノ
闘
孫
特
－
一
球
献
細
胞
－
一
於
ク
U
F

突
起
ノ
有

無
ュ
就
－
プ
A

論
事
ア

p
。
一
八
五
三
年

F
E
w
o
氏
ガ
「
品
川
メ
V

オ
ン
」
－
一
就
－
プ
研
究
セ
U
F

以
来

F
5
3
z
m
w
H
E
E側
目

Z
BPロ
ロ
川
当
5
w

］

g
品
業
他
ノ
諸
氏
A

色
素
頼
粒
移
動
詑
ニ
躍
。
ノ
、
英
樹
枝
献
突
起
ニ
品
－
一
不
盤
－
一
シ
ア
、
願
粒
ノ
ミ
ガ
細
胞
中
心
部
－
一
集
合
ス
ト
謂
ア
（
故
－
－

之
ν
ヲ
色
素
衆
闇
百
万
S
2
5丘一

g
ι）
ト
云
フ
）
－
一
反
シ
‘

E
g
vc－
問
問
。
－
B
S
川
氏
等
A

無
色
素
性
突
起
ヲ
認
メ
ズ
uv
－
プ
、
車
－
一
外
観
ノ
鐙
形

y
ミ
ナ
ヌ
ズ
、
異
ニ
突
起
ヲ
梢
失
ス
ト
主
張
セ
ヲ
。
訟
の

Z
－E
ぶ
N
E
E
R
g
s
u
m
氏
等
A

主
ト
シ
ア
前
説
ナ
レ
ド
毛
、
場
合
ニ
ヨ

9
－7
A

突

起
ヲ
異
性
－
一
般
縮
ス
w
y

モ
f

ナ
ラ
ン
ト
思
考
セ

3
0
余
ノ
鳥
骨
鶏
日
一
於
ケ
Y
所
見

F

一
一
環
レ
バ
、
正
常
ノ
内
骨
膜
組
織
－
一
存
在
ス

Y
球
航
細
胞
－
－

A

何
等
慮
置
ヲ
加
ヘ
ザ
Y
新
鮮
材
料
－
ニ
杭
キ
、
或
A

染
色
－
一
ヨ

p
－
プ
検
ス
w
F
4
t

突
起
ヲ
認
メ
ズ
。
又
移
植
後
現
Y

、
球
航
細
胞
－
二
染
色
標

本
ラ
ア
細
胞
周
園
限
界
ノ
明
瞭
ナ

Y
際
、
細
胞
ヲ
一
周
シ
ア
突
起
ノ
痕
跡
ヲ
ヱ
誼
セ
ザ
Y

毛
、
墨
彩
猷
細
胞
－
一
移
行
セ
ン
ト
ス

W
毛
ノ
－
二
根

定
紋
ノ
無
色
素
性
突
起
ヲ
有
ス
M
F

モ
／
ナ
9
、
或
A

突
起
ノ
基
始
部
－
こ
泡
グ
僅
少
ノ
色
素
頼
粒
ア
w
y

ノ
ミ
－
7
7
、
尖
端
－
－
A

色
素
ヲ
快
タ
Y

毛

ノ
ア
Y

コ
ト
前
漣
ノ
如
シ
。
テ
レ
ド
星
影
蹴
細
胞
ガ
具
備
ス
M
F

如
キ
細
長
ナ
Y
突
起
が
無
色
素
ノ
賦
態
－
一
存
在
セ

Y
ヲ
見
b
y
y

コ
ト
無
uv
。

第

四

節

多

接

E
藍』
4
5ヲ
J
フ
ォ
ー
レ
シ
」
J
形
成

第
二
節
二
迅
ペ
タ
wF

ガ
如
ク
、
「
メ
ラ
ノ
ア
オ

1
v
ン
」
ノ
増
殖
二
百
η
ノ
テ
移
植
早
期
－
一
多
核
細
胞
ノ
出
現
ア
戸
毛
、
此
際
A

殆
、
常
－
一
隻
核

細
胞
－
一
ジ
ア
、
三
核
ヲ
有
ス
U
F

ヲ
見
タ
U

F

A

一
回
I

ミ
ユ
シ
ァ
、
実
レ
以
上
ノ
多
核
細
胞
ヲ
見
タ
Y

コ
ト
無
シ
。
然
y
a
骨
膜
細
胞
ノ
増
殖
ガ

略
停
止
セ
U
F

二
週
以
後
、
殊
－
一
骨
膜
性
骨
新
生
ガ
貧
弱
ナ
M
F

倒
ニ
於
a
y
A
、
多
核

E
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
形
成
セ
ラ

Y

、
ヲ
見
タ
リ
。

婿
y
蜘
キ
例
－
一
於
ア
A

蕗
々
ニ
球
駅
「
メ
フ
ノ

y
オ

1
レ
シ
」
が
歎
佃
乃
至
十
鼓
個
宛
集
圃
hv
、
実
犬
多
数
三
於
ア
A

各
細
胞
問
ノ
境
界
分
明
テ



Y

毛
、
或
者
A
細
胞
相
互
ノ
限
界
消
失
uv
、
相
癒
合
hv
－ア
E
態
細
胞
ヲ
形
成
シ
、
慮
－
一
ヨ
η
ノ
9
7
A
E
憩
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
数
個
群
集
セ

z

y
（
第
右
圃
塞
照
）
。

E
態
細
胞
ノ
形
態
A

骨
軸
一
一
並
行
uw

二
プ
、
長
楕
固
形
ヲ
ナ
ヌ
ア
リ
、
類
固
形
叉
A

不
整
形
ノ
色
素
塊
ト
シ
ア
認
メ
ラ
w
F

・

場
合

7
y
。
之
レ

E
態
細
胞
ガ
個
々
ノ
球
賊
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

1ν
ン
」
ノ
結
合
－
一
ヨ

2
7生
J
A
Y
魚
メ
エ
ジ
ア
、
総
合
ノ
賊
態
－
一
ヨ

9
4プ
種
々
ノ

形
態
ヲ
白
玉
uv
。
一
列
－
一
井
列
セ
U
F

モ
ノ
ガ
癒
合
ス
レ
バ
長
構
圃
形
ト
ナ

F
、
園
子
献
－
一
密
集
－
t
y
モ
ノ
ガ
合
ス
レ
バ
塊
蹴
ヲ
ロ
正
ス
w
F

ニ
至
Y
。

E
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
A

一
見
色
素
塊
ト
ジ
ア
存
在
ジ
、
漂
白
後
染
色
セ
ザ
レ
〆
、
核
A

「
メ
ラ
－
一
シ
」
色
素
－
一
掩
蔽
老
－
フ
レ
ア
認
ム
U
F

コ
ト
能
ρ

ズ
、
核
数
二
一

l
三
個
或
A

四
l
五
個
－
一
ジ
ア
車
佃
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
L

－
一
比
ス

ν
バ
細
胞
睡
A

概
U
J
4

プ
大
ナ

ν
V
宅
、
移

植
後
現
A

Y

、
破
骨
細
胞
又
A
異
物
E
態
細
胞
ノ
大
ナ
w
F

モ
ノ
ニ
此
ス
レ
バ
核
敷
及
細
胞
種
英
一
一
之
Z

及
バ
ズ
。
核
A
多
ク
固
形
ユ
ジ
ア
、
大

ナ
Y
核
仁
ヲ
有
ス

Y
淡
染
性
ノ
泡
航
核
ト
稿
小
形
ノ
濃
染
性
ノ
モ

f
b
ア

y
。
是
等
核
バ
細
胞
韓
ノ
周
遺
－
一
散
在
ス

Y

毛
、
亦
一
遁
－
一
－
密
接
シ

ア
存
在
ス

Y

毛
ノ
ア
η
ノ
。
原
形
質
内
ノ
色
素
頼
粒
ノ
怪
獣
A

軍
梱
ノ
「
メ
ョ
プ
／
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
一
於
タ
Y
ト
等
ジ
ク
、
暗
褐
色
－
一
シ
ア
杢
原
形

質
中
ヲ
柄
密
－
一
充
満
ス

Y
ガ
潟
メ
－
一
個
々
ノ
色
素
頼
粒
A

見
別
ケ
難
ケ

V
F
‘
移
植
初
期
－
一
認
メ
ラ

Y

、
多
核
細
胞
（
之

ν
色
素
頼
粒
A

一

般
－
一
粗
大
ナ

9
）
ト
異
η
ノ
、
一
帯
一
微
細
ナ
手
如
シ
。
烏
骨
鶏
－
一
於
－
Y
初
メ
ア
多
核

E
発
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ヲ
接
見
セ

Y
A
清
野
博
士
一

及
漉
遁
民
間
ユ
ジ
ア
、
氏
等
A

無
菌
性
炎
症
－
一
際
ジ
ア
多
核
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

l
v
ン
」
ノ
形
成
ヲ
認
メ
、
恐
タ
ク
組
織
球
性

E
態
細
胞
ト
同
一

方
法
－
一
ヨ

P
ア
生
ズ

Y
モ
ノ
ナ
U
F

可
ジ
ト
推
論
セ
リ
。

魅
機
一
怯

E
態
細
胞
ノ
生
成
機
縛
－
一
就
ア
、
車
核
組
織
球
ノ
癒
合
誘
ト
核
分
裂
－
一
原
形
質
ノ
分
剖
ダ
伶
A

ず
Y
矯
メ
ナ

P
ト
ナ
ス
二
説
ァ

y

ヨ
ト

A
周
知
ノ
事
ナ

9
。
余
A
移
植
後
早
期
－
一
出
現
ス
M
Y

隻
核
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

A
核
分
裂
後
薩
チ
－
一
細
胞
ノ
舟
鵠
グ
行
A
レ
ザ
グ
’
錦

メ
ナ
リ
ト
信
ズ

Y

モ
ノ
ナ
y
d
μ

‘
移
植
二
週
後
現
A

Y

、
多
核
E
熊
「
メ
ラ
ノ
ア
オ

1
V
ン」
A
車
個
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
癒
合
－
一
ヨ

y

－
プ
生
ぜ
w
F

モ
ノ
ト
解
ス
。
本
多
核
E
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
A
自
家
移
櫨
例
－
一
一
於
ア

A
少
許
出
現
セ

Y
ノ
ミ
－
一
シ
夕
、
移
植
末
期
－
－

A
之

ヲ
認
メ
シ
メ
ズ
。
故
ニ
其
運
命
－
一
就
ア
又
A
本
細
胞
出
現
ノ
要
約
－
一
開
ジ
ア

A
本
質
勝
一
一

4
7
A
知
悉
U
J

難
カ

9
シ
ガ
、
度
一
プ
ニ
第
二
報
告
－
一
於

ア
遁
プ
w
F

ト
コ
ロ
ア

Y
可

v
a

第
4m島
信

.，....、

原

蕃
"""' 

姻

内

。

〈
第
吠
媛

五
九
〉



第
或
品
位

V『

原

箸
』」

摂

内

二

O
ニ

〈
第
式
競

ムハ

O
）

第
五
節
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
遊
走
性

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ユ
遊
走
性
ノ
ア

Y
A
諸
研
究
者
ノ
殆
、
等
γ
ク
認
メ
或
（
推
測
ス

Y
ト
コ
ロ
ナ
η
ノ
。
余
ノ
例
－
一
於
ア
モ
本
細
胞
ノ
遊

走
ト
思
考
ス
ペ
キ
所
見
ニ
一
腰
接
セ
叫
ノ
。
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
移
植
後
骨
表
面
ヨ
リ
離
レ
、
衣
第
－
一
之
ヨ
廿
ノ
遠
ザ
カ
叫
ノ
ア
増
殖
骨
膜
細
胞
唐

ノ
周
法
或
A
周
園
ノ
増
殖
結
締
織
中
－
一
介
在
シ
、
或
A
最
初
骨
側
面
－
一
ノ
ミ
存
在
セ
w
y

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
A
漸
衣
骨
端
ヲ
越
ヘ
ア
骨
断
端

－一現
A

Y
、
ガ
如
キ
、
叉
ハ
結
締
織
中
－
一
散
在
セ

Y
モ
ノ
ガ
偶
々
一
数
個
又
A
十
数
佃
宛
集
合
hv
来
y
d
N

如
キ
皆
然

y
。
移
植
後
九
十
日
目
ノ

ニ
標
本
A
此
貼
－
一
於
ア
興
味
ア

Y
モ
ノ
ナ

9
0
二
佃
A
共
ニ
同
一
個
鰹
ヨ

9
刻
出
セ

Y
モ
ノ
ナ
Y
ガ
、
一

A
骨
断
端
ガ
骨
層
朕
ヲ
ナ
セ

Y
新
生

骨
二
ヨ

yeプ
被
覆
セ
ラ
レ
、
奮
骨
髄
腔
A

周
園
ノ
組
織
ト
蓮
絡
ヲ
絶
テ
、
新
生
骨
外
面
－
二
多
数
ノ
「
メ
フ
ー
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ヲ
認
メ
ジ
ム
w
y
d

て

横
路
内
ニ

A
少
許
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
存
在
ス

Y
ノ
ミ
ナ

9
0
然
Y

－
一
他
ノ
標
本
A
骨
端
－
二
新
生
骨
ヲ
快
キ
、
従
－
プ
骨
髄
腔
A
周
園

組
織
ト
結
締
織
性
－
一
蓮
絡
セ

Y
ガ
、
本
例
－
一
於
ア
A

多
数
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
骨
端
口
ヨ

9
髄
腔
内
三
連
績
ジ
ア
進
入
ス

Y
像
頴
著

ナ

y
。

術
後
四
十
日
以
後
ト
ナ
リ
、
周
園
組
織
ガ
全
ク
平
静
－
一
復
踊
セ

Y
モ
ノ
ニ
就
ア
、
移
植
地
ノ
筋
繊
維
間
二
一
於
ケ

Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ

分
布
般
態
ヲ
見
Y

二
、
移
植
骨
三
近
キ
部
－
工
業
他
ノ
部
ェ
比
ジ
ア
、
明
品
川
ニ
多
数
存
在
ジ
、
一
見
骨
ト
並
ハ
ニ
移
植
セ
ラ
V

タ
Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ

ー
レ
ン
」
ガ
遊
出
シ
、
或
A

周
園
ヨ
リ
ノ
此
慮
－
一
集
合
ジ
来

y
v
如
キ
観
ア

Y
毛
、
余
A

金
賞
験
ヲ
遁
dv
－
ア
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
移
植
部
ヨ

リ
周
園
ノ
筋
組
織
内
ニ
進
入
ス
ト
目
ス
ペ
キ
所
見
－
一
一
接
ジ
b
y
y

事
無
ク
、
寧
、
移
植
早
期
ニ
周
園
ノ
筋
繊
維
間
ニ
於
ア
、
結
締
織
成
形
細
胞
ノ

増
殖
ト
共
－
一
、
幼
若
球
朕
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
L
ヲ
認
ム

Y

コ
ト
ア

Y

－
一
ヨ
リ
ノ
、
恐
－
プ
ク
此
部
－
一
於
ケ

Y
既
存
「
イ
プ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
増
殖

セ
ジ
モ
ノ
ナ

Y
可
U
J
e

骨
移
植
営
昨
日
一
筋
創
部
－
一
周
ヒ
タ

Y
縫
合
糸
ノ
周
園
エ
モ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
増
殖
ヲ
謹
ス

Y

－一ヨ

y
ア
デ
知

Y
可
キ
ナ
7
0
印
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
遊
走
作
用
ヲ
有
ス

Y
A
明
カ
ナ
レ
ド
、
移
植
－
一
際
ジ
ア
其
性
放
A
比
較
的
微
弱
－
一
接
揮
セ
ラ

y
、
ノ
ミ
ユ
ジ
47
、
移
植
地
域
内
－
一
ア
遠
ク
へ
A

進
入
セ
ザ
ル
’
ガ
如
uv
。
向
、
移
植
早
期
－
二
今
氏
等
ガ
骨
折
ノ
所
見
－
一
－
プ
遁
ぺ
ジ
ガ
如
キ
、
増

殖
骨
膜
細
胞
－
一
ヨ

y
－
ア
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
骨
面
ヨ

y
受
働
的
－
一
措
置
皐
セ
ラ

y
、
如
キ
像
ヲ
見
Y

コ
ト
有
Y
ガ
故
－
一
、
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

l



レ
ン
」
ノ
移
動
A

本
細
胞
自
己
ノ
自
働
的
ノ
ミ
ナ
ラ
ヌ
、
亦
結
締
織
性
細
胞
－
一
ヨ
U
F

受
働
的
ノ
場
合
モ
ア
Y
可
ジ
。

第
六
節
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
異
物
揖
取
性

「
メ
ア
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
異
物
掻
取
性
－
一
就
ア
A

業
研
究
ノ
文
献
－
一
乏
γ
。
局
所
生
健
「
カ

Y
ミ
ン
」
染
色
ヲ
行
ヘ
バ
、
移
植
早
期
ニ
出
現

ス
Y
「
メ
ラ
ニ
ン
」
願
粒
－
一
乏
シ
キ
幼
若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
二
少
許
ノ
「
カ
Y
ミ
ン
」
頼
粒
ヲ
認
ム

Y

コ
ト
ア
Y
毛
、
「
メ
ラ
ニ
シ
」
色
素

ノ
豊
富
ナ
Y
球
朕
細
胞
及
成
熟
セ

Y
有
突
起
性
「
メ
ク
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
A

「カ
Y
ミ
シ
」
ヲ
掻
取
セ
ズ
。
清
野
及
渡
遁
氏
側
等
A

局
所
生
龍
染

色
ユ
ヨ

9
、
烏
骨
鶏
ノ

E
態
「
メ
ラ
ノ
フ
オ

l
v
y
」
－
一
少
数
ノ
「
ヵ

Y
ミ
ン
」
頼
粒
ヲ
認
メ
タ

9
ト
云
フ
。
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
－
一
乏
ジ
キ
「
メ

ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
生
鰹
色
素
嬬
取
陽
性
エ
ジ
ア
「
メ
ラ
ユ
ン
」
色
素
ノ
豊
富
ナ
Y

モ
ノ
ユ
於
ア
除
性
ト
ナ
Y
A
清
野
博
士
間
ノ
蒋
ス
ル
如
ク

頼
粒
ノ
機
能
多
端
性
ト
色
素
噌
好
頼
粒
ノ
機
能
飽
和
ト
ニ
ヨ

2
7説
明
し
V

得－フ
Y
ペ
シ
。

「
メ
ア
ノ
ア
オ
l
v
y
」
ガ
脂
肪
組
織
中
－
一
存
在
ス

Y
カ
或
A

周
園
－
一
遊
離
脂
肪
滴
ヲ
見
Y

場
合
－
二
色
素
細
胞
A

屡
微
細
脂
肪
摘
ヲ
合
有

ジ
、
叉
「
ズ
ダ
シ

L
E
－
一
染
色
性
ノ
大
球
朕
物
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
ア

9
4プ
、
是
等
ノ
細
胞
－
一
鍾
性
像
無
ジ
。
故
－
一
組
織
球
性
細
胞
－
一
於
ケ

Y
脂
肪
揖

取
現
象
ト
同
一
意
義
ナ
ラ
シ
乎
。

向
、
余
A

本
細
胞
ノ
細
菌
貧
喰
性
ヲ
知
－
ブ
シ
ト
ジ
ア
、
大
腸
梓
菌
及
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
二
十
時
間
寒
天
斜
面
培
養
ヲ
生
理
的
食
堕
水
ヲ
以

ア
稀
稗
ジ
、
葉
少
量
ヲ
烏
骨
鶏
ノ
皮
下
（
主
ト
シ
ア
鶏
冠
及
肉
髭
ヲ
使
用
セ
リ
）
－
一
注
射
ジ
、
二
、
六
、
一
玉
、
ニ

O
、
二
四
、
四
八
時
間
後

該
部
ヲ
切
除
ジ
、
細
菌
染
色
ヲ
施
ジ
ア
検
セ

Y
毛
、
一
例
－
一
於
－
プ
モ
細
菌
ヲ
貧
喰
セ

Y
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ヲ
後
見
セ
ズ
、
総
－
プ
陰
性
－
一
終

νη
ノ。

第

六

章

結

論

て
烏
骨
鶏
ノ
結
締
織
中
ニ
A

多
数
突
起
ア
具
備
セ

Y
色
素
細
胞
存
在
uv
、
原
形
質
内
ノ
褐
色
乃
至
暗
褐
色
頼
粒
A

「
メ
ラ
ニ
シ
」
－
一
麗
ス
。
従

4

ア
本
色
素
細
胞
A

定
型
的
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ナ
9
0
成
熟
烏
骨
鶏
健
－
一
於
ク
Y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
L

ノ
大
多
敷
A

有
突
起
性
ナ
Y

毛
、
合
気
性
骨
ノ
内
骨
膜
組
織
中
－
二
此
他
、
球
朕
ヲ
呈
ス

Y
モ
ノ
ア

y
。
恐
－
フ
ク
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
生
活
機
能
ノ
低
減
セ

Y
モ
ノ

第
首
州
島
信

F園、

原

箸....... 

期

内

ニ
O

〈
第
戒
措
蜘

ム
ノ、

一、ー’



第
威
容

F、
原

著
』d

嬬

内

ニ
O
四

〈
第
威
張

六
ニ
〉

ナ
Y
ペ
シ
。

二
、
烏
骨
鶏
ノ
骨
膜
組
織
A

多
数
ノ
「
メ
ラ
J

フ
オ

1ν
シ
L
7
合
有
，シ
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
移
植
－
一
好
適
ノ
材
料
ナ

7
0
「
メ
ラ
ノ
フ

ォ
ー
レ
ン
」
ノ
研
究
－
一
営

y
、
骨
質
脆
mm
液
ト
ジ
ア
つ
「
ト
9
ク
ロ

l
y
」
酷
酸
、
蟻
酸
及
硝
酸
共
ニ
遁
営
ナ

ν
r
宅
、
是
等
脆
灰
液
毛
、
水

ク
作
用
セ
ジ
ム
レ
バ
色
素
ノ
泊
施
色
、
頼
粒
ノ
不
鮮
明
ヲ
来
ス
。

三
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
移
植
A

可
能
－
一

uv
－
プ
、
一
部
A

移
植
営
初
、
柴
養
障
擬
－
一
陥

y
－
ア
壊
死
崩
解
ス

Y

毛
、
一
部
A

原
形
質
突
起
ヲ

縮
小
シ
ア
球
朕
ヲ
呈
シ
生
活
ア
保
持
ス
。
而
シ
ア
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
再
生
増
殖
ス

y
＝
営

y
－ア
A

二
型
ァ
認
メ
ジ
ム
。
旬
、
一

A

移

植
早
期
（
三
｜
五
日
頃
）
ニ
可
親
性
「
ヲ
フ
ニ
ン
」
頼
粒
ヲ
合
有
セ
ザ
w
y
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
或
A

業
母
細
胞
ト
見
倣
ス
ペ
キ
原
形
質
豊
富

ナ
Y
類
固
形
細
胞
出
現
し
v
、
漸
次
「
メ
ラ
ユ
ン
」
頼
粒
ヲ
産
出
シ
ア
、
多
色
素
性
球
賦
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ト
ナ
Y

毛
ノ
、
其
一
一
A

恐
－
フ
ク

核
分
裂
－
一
ヨ

y
珠
山
肌
ノ
隻
核
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ヲ
生
ジ
、
究
デ
細
胞
腫
ノ
分
剖
ヲ
来
ジ
ア
増
殖
ス
U
F

モ
ノ
エ
ジ
ア
、
主
ト
ジ
ア
七
日
乃

至
十
日
頃
之
ヲ
読
ス
。
此
時
期
－
一
一
於
－
プ
A

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
多
数
A

無
突
起
性
ナ
レ
刊
F

毛
、
究

J

ア
突
起
ヲ
有
ス
M
F

ニ
至

y
、
移
植
三

週
後
F
ナ

ν
バ
殆
縛
－
ア
A

再
ピ
正
規
ノ
形
態
ヲ
ナ
セ
リ
ノ
。
四
十
日
以
後
－
一
於
ア
A

正
常
ノ
骨
膜
組
織
－
一
一
於
ケ
Y
F
問
機
ノ
像
ヲ
呈

γ
、
「
メ

ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
A

著
明
－
二
増
生
シ
二
ニ
ヶ
月
ヲ
経
過
ス

Y

モ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ニ
壊
死
崩
解
ノ
徴
ナ
ジ
。

幼
若
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
形
態
A

主
ト
ジ
－
プ
球
獄
ナ
レ
ド
モ
、
亦
移
植
一
週
頃
長
紡
錘
形
「
メ
－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
出
現
ス

Y

コ
ト

ア

y
o

四
、
移
植
後
出
現
ス

Y
球
朕
「
j

－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

A

大
小
不
同
ニ
ジ
ァ
、
遺
骨
細
胞
大
ヨ
リ
葉
ノ
数
倍
－
一
蓮
シ
、
一
般
－
一
大
形
細
胞
ナ

7
0
核
A

偏
在
シ
、
「
メ
ラ
ニ
シ
」
頼
粒
A

概
シ
－
プ
粗
大
－
一
シ
ア
、
佐
々
、
細
胞
中
心
－
二
明
朗
部
ヲ
、
細
胞
周
囲
－
一
A

「ホ

l
y
」
ヲ
有
ス
。

叉
屡
、
微
細
脂
肪
満
ヲ
多
数
－
一
合
有
シ
、
議
A

大
宰
胞
妹
物
ヲ
包
金
セ
リ
。
鄭
カ
U
F

モ
ノ
J

一
部
A

「
uノ
ポ
イ

V
し
－
一
・
由
来
セ
U
F
Z
M

ノ
テ
9
0

玉
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」

A

細
胞
ノ
機
能
及
分
他
ノ
朕
態
－
一
ヨ
”
と
ア
随
時
麓
態
ス
。
球
朕
細
胞
ヨ

y
星
彩
朕
細
胞
－
一
移
行
セ
シ
ト
ス
U
F

際

A

偲
足
般
ノ
無
色
素
性
細
胞
突
起
ヲ
有
ス

Y
場
合
ア
y
d
μ

故
＝
、
細
胞
ノ
餐
形
ト
原
形
質
内
ノ
頼
粒
メ
移
動
F

A

絡
調
的
－
－
井
行
ス

Y
宅



ノ
ユ
非
w
y

毛
、
色
素
頼
粒
－
一
習
時
ノ
ア
形
成
セ
ラ

ν
タ
Y
外
観
A

細
胞
ノ
外
形
ト
略
相
一
致
uv

、
従
－
プ
星
彩
服
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
球
朕

細
胞
－
一
鍾
態
ス

Y

ュ
営

y
－7
A

細
胞
突
起
A

異
性
－
一
一
消
失
ス
U
F

毛
ノ
ナ

9
0
又
細
胞
健
ノ
援
形
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
源
形
質
中
ノ
色
素
頼
粒
ノ
形

朕
毛
一
獲
化
ス
。

六
、
移
植
二
週
後
多
核

E
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ノ
形
成
ヲ
見

hmy
。
移
植
早
期
－
一
出
現
ス
w
y

隻
核
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ハ
核
分
裂
－
一

細
施
ノ
分
植
が
件
A

ず
Y
鶏
メ
ナ
叫
ノ
（
衣
デ
細
胞
雄
J

分
割
行
A

U

Y

）
ト
克
織
し
γ

得
w
F

号
、
二
週
後
現
山
戸
、
多
核
五
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
V
4

」

A

草
梱
ノ
「
メ
ヌ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
／
癒

A
T一ヨ
9
ア
形
戒
さ
フ

Y
。

七
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
λ

遊
走
性
ヲ
有
ス

Y

毛
、
比
較
的
微
弱
－
一
uv

こ
プ
、
移
植
地
－
一
於
ア
周
園
ノ
筋
組
織
内
ニ
迄
遊
走
ス

Y

コ
ト
無
ジ
。

移
植
都
周
園
ノ
筋
繊
維
閑
－
一
一
於
ケ
w
F

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
増
生
A

該
部
－
一
屯
既
存
セ

V
色
素
細
胞
ノ
増
殖
セ

Y
毛
ノ
ナ
Y
ペ
ジ
。

入
、
原
形
質
中
ニ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ノ
僅
少
ナ
Y
幼
若
「
メ
一
ブ
ノ
フ
オ

1
V
ン
」
－
一
A

局
所
生
韓
「
カ
Y

ミ
ン
」
染
色
白
一
ヨ
ザ
ニ
ア
「
カ
Y

ミ
U
J

」
可

染
頼
粒
ノ
出
現
ス

Y

ヨ
ト
ア
w
y

毛
、
星
彩
服
細
胞
及
「
メ
ア
ユ
ン
」
頼
粒
ノ
豊
富
ナ
Y
球
賦
細
胞
A

「カ

Y

ミ
ン
」
ヲ
掻
取
セ
ズ
。

丸
、
骨
髄
質
質
内
－
一
於
－
7

A

「
メ
タ
／
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ノ
大
多
数
A

移
植
早
期
－
一
壊
死
シ
、
少
数
例
－
一
於
ア
ノ
ミ
再
生
ヲ
謹
ス

Y

毛
、
多
数
例

－一於－
Y
A
金
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ガ
壊
死
消
失
ジ
ア
、
再
生
ヲ
認
メ
ズ
。

十
、
烏
骨
鶏
－
一
一
於
ア
A

骨
膜
細
胞
及
遺
骨
相
胞
自
健
－
一
「
メ
ラ
ニ
ン
」
形
成
能
力
ア
ヲ
。
骨
細
胞
ガ
「
メ
ラ
ユ
シ
」
色
素
ヲ
有
ス
Y

A

遺
骨
細
胞

ダ
色
索
願
粒
ヲ
舎
有
セ

Y
憧
骨
基
質
ヲ
産
自
シ
、
骨
細
胞
ト
ナ
司
ノ
ジ
モ
ノ
ニ

uv
－
ア
、
骨
細
胞
ガ
死
滅
ス
W
F

毛
、
「
メ
－
フ
－
一
ン
」
色
素
A

抵
抗

力
ニ
宮
ミ
永
グ
骨
膜
中
ニ
残
留
ス
。
新
生
骨
中
ニ
球
盤
「
メ
－
フ
ノ
フ
オ

1ν
ン
」
ガ
存
在
ス

Y
2
ト
ア
Y

号
、
車
－
一
受
動
的
ユ
包
埋
セ
ラ
レ

タ
Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

A

骨
形
成
ニ
塞
輿
ス

Y

毛
ノ
ニ
非
ズ
。
骨
基
質
中
ニ
存
在
ス

Y
「
メ
ラ
ニ
シ
」
色
素
A

骨
形
成

管
初
遊
離
色
素
ノ
包
坦
セ
ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
及
骨
質
中
－
一
包
埋
宇
フ
レ
タ
u
y

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
死
滅
セ
U
F

残
骸
ナ
Y
4
u
v
。

十
一
、
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
壊
死
、
崩
解
ス
レ
バ
原
形
質
中
ノ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
A

組
織
中
－
一
散
乱
uv
、
其
大
部
分
A

病
竃
三
嶋
集
セ

Y
組
織
球
－
一
ヨ

9
テ
貧
喰
清
掃
セ
ラ

ν
、
骨
膜
及
周
園
組
織
－
一
於
－
7

A

移
植
後
一
週
ヲ
遁
グ
レ
バ
遊
離
色
素
A

著
シ
ク
僅
少
ト
ナ
Y
。
向

【源

第
或
品
世

善
也」

‘内

規

二
O
五

〈
禁
戒
蹄
蜘

占ハコ一｝



第
武
品
せ

F『

原

著
u 

掘

内

二

O
六

（
第
戒
競

六
四
）

異
物

E
態
細
胞
、
破
骨
細
胞
及
網
朕
織
細
胞
－
一
モ
「
メ
ラ
ニ
ン
」
頼
粒
ヲ
貧
喰
セ

Y

毛
ノ
ア

y
。

本
研
究
A

「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」
ニ
開
ス

Y

モ
ノ
ア
主
ト
ナ
セ
ド
モ
、
同
時
－
一
行
ヒ
タ
Y
貫
験
卸
、
骨
膜
ヲ
骨
ト
共
－
一
軟
部
組
織
内
（
胸
筋

内
）
－
一
自
家
移
植
ヲ
行
ヒ
b
p
y

賞
験
ノ
結
果
ヲ
左
－
－
摘
記
ス
可
ジ
。

一
、
骨
膜
細
胞
ノ
一
部
A

移
植
早
期
－
一
壊
死
ス

Y

宅
二
部
A

分
裂
増
殖
ジ
ア
、
遺
骨
細
胞
ト
ナ

y
主
骨
表
面
－
一
新
生
骨
ヲ
添
加
ジ
、
骨
様
組

織
ヲ
形
成
ス
。
軟
骨
組
織
ノ
出
現
A

稀
ナ

y
。
外
骨
膜
性
骨
新
生
ノ
主
韓
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
川
骨
膜
細
胞
ナ

y
。

二
、
骨
膜
細
胞
ノ
増
殖
及
骨
梁
ノ
形
成
A

移
植
骨
ノ
中
央
部
或
川
中
央
一
一
近
キ
部
ガ
最
良
好
ナ

9
0
骨
膜
周
固
－
一
軟
部
組
織
（
筋
組
織
）
ノ
附

着
ス

Y

コ
ト
A

骨
膜
細
胞
ノ
増
殖

7m害
ス
。

三
、
骨
髄
内
二
於
－
ア
モ
骨
外
膜
－
一
一
於
ケ

Y
ト
同
様
ノ
機
鴨
－
一
ヨ
リ
ア
骨
梁
組
織
ヲ
新
生
ス

Y
号
、
骨
ノ
新
生
及
吸
牧
A

外
股
骨
－
一
比
ジ
ア
遅
延

ス
。
骨
髄
性
骨
新
生
ノ
主
檀
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
A

内
骨
膜
細
胞
ナ
レ
共
、
増
殖
外
骨
膜
細
胞
及
結
締
織
成
形
細
胞
モ
之
ニ
盛
典
ス

Y

コ
ト
ア

y
。

四
、
移
植
骨
質
中
ノ
骨
細
胞
ノ
大
多
数
A

早
期
（
一

l
二
週
）
ニ
壊
死
ス

Y

毛
、
骨
細
胞
ノ
一
部
A

永
ク
生
活
力
ヲ
保
持
ス

Y

モ
ノ
ユ
ジ
ア
、
余

A

ゴ
プ
ヶ
月
後
向
、
奮
骨
質
中
－
一
正
常
骨
細
胞
ヲ
認
メ
タ
リ
ノ
。
郎
、
軟
部
組
織
内
移
植
ニ
於
ア
モ
、
移
植
骨
A

早
期
－
一
全
然
壊
死
ス

Y
毛
ノ
ニ

非
ズ
。

玉
、
移
植
骨
A

骨
周
園
並
－
一
骨
質
内
ノ

刊

iu「
川
判
氏
管
周
園
ヨ
9
吸
牧
作
用
ノ
侵
襲
ヲ
蒙

y
、
奮
骨
質
A

究
第
－
一
一
消
失
ス

Y

一
方
、
新
生
骨

ζ

ヨ

2
7補
償
セ
ラ
Y
。
骨
質
内
ニ
於
ケ
Y
骨
ノ
吸
牧
及
補
償
A

破
骨
細
胞
ニ
ヨ
w
y

吸
牧
ト
遺
骨
細
胞
ニ
ヨ

Y

添
加
ト
ノ
機
轄
以
外
－
一
、

出

R
o
E
E
氏
等
ノ
主
張
ス

Y
所
謂
田
口

E
m
E
g
Z
R
F－

E
Z
ナ
Y
現
象
ノ
存
在
ヲ
信
ズ
。

聞

説

明
圏

第
一
圃

1
無
色
素
性
球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

2
及
3
色
素
頼
粒
－
－
乏
シ
キ
幼
若
球
吠
「

f
フ
F

フ
ォ
ー
レ

y
」

4
I
6
色
素
頼
粒
ゾ
礎
禽
ナ
ル
球
状
「
，
P

ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

7
1
8
原
形
質
中
－
一
空
助
問
状
物
ヲ
布
ス
ル
球
状
細
胞
。

8
－

m嬰
核
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
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日

l
u球
朕
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
／
細
胞
惚
分
裂
像

uー
η
球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ヨ

p
t咽
突
起
性
「
メ
ラ
／

7
ォ
I
レ
ン
」

行
型
ヲ
一
京
ス
。

H
無
色
素
性
細
胞
突
起
ヲ
宥
ス
勾

日
無
色
素
性
及
有
色
素
性
細
胞
突
起
7
有
ス
。

m原
形
質
中
＝
多
数
ノ
空
胞
7
蔵
セ

P
。

日
完
全
＝
成
熟
セ
ル
移
植
部
－
－
於
ケ
ル
有
突
起
性
「
メ
ラ
J

7
ォ
I
レ
ン
」

四
三
核
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
、
細
胞
端
ヨ

P
亀
裂
7
生
ぜ
り
。

m
l部
紡
錘
形
「
メ
－
7

f

フ
ォ
ー
レ
シ
」

部
川
錨
文
核
紡
錘
形
「
メ
ヲ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

部
及
幻
・
内
骨
膜
組
織
中
ノ
成
熟
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

附
副
ハ
細
胞
突
起
中
＝
核
ヲ
認
ム

鵠
軟
脳
膜
組
織
中
／
成
熟
「
メ
ラ
ノ

7
オ

1
レ
ン
L

却
ー
む
腸
間
膜
組
織
中
／
成
熟
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

却
及
却
幽
支
核
星
彩
吠
「
J
F

－
フ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」

幻
細
胞
突
起
ヲ
以
テ
相
蓮
絡
セ
ル
モ
ノ
。

努
ニ
圃

烏
骨
鋳
正
常
内
骨
膜
組
織
中
／
「
メ
ラ
ノ

7
オ

I
レ
シ
」
（
抜
大
「
ラ
イ
ツ
」
1
1
7
〉。

内
骨
膜
ヲ
剥
離
シ
、
過
酸
化
水
素
中
－
－
浸
漬
シ
、
漂
白
セ
ル
後
「
内
マ
ト
キ
シ
p
y
」
単

染
。

a
、
有
突
起
性
正
常
「

J
R

ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ

y
」

b
、
球
状
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
シ
」

。
、
血
管

第
三由

胸
骨
鶏
正
常
撲
骨
／
縦
断
面
（
按
大
「
ラ
イ
ツ
」
3
1
3
〉。

a
、
外
骨
膜
組
織
ノ
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
－
一
シ
テ
、
骨
表
面
－
T
車
列
セ

9
。

第
戒
品
管

F『

原

内

著
u 

期

へ
／
移

b
、
骨
績
組
線
中
／
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」

c
、
骨
皮
質

第
四
国

同
上
移
植
後
九
十
日
目
ノ
縦
断
面
（
披
大
右
－
一
同
ジ
〉
。

第
三
及
第
四
国
ハ
共
－
一
周
一
個
健
／
挽
骨
二
シ
テ
第
三
園
ハ
移
植
前
ノ
モ
ノ
。

骨
表
面
品
於
ケ
ル
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
同
ガ
移
績
後
〈
師
、
第
四
国
〉
－
－
於
テ
多

数
増
生
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
骨
端
ヲ
越
へ
テ
断
面
－
一
一
移
行
セ

p
。
骨
髄
組
織
＝
於
テ

ハ
「
メ
ラ
F

フ
ォ
ー
レ
ン
」
似
品
乏
シ
。

第
五
圃

骨
移
植
後
九
日
目
（
抜
大
「
－
7

イ
ツ
」
3
1
3
1

「
3
7／
フ
ォ
ー
レ

y
」
ガ
球
状
ヲ
曇
シ
テ
増
殖
ス
ル
ヲ
－

mス
〈
黒
キ
鈷
状
物
ハ
球
状
「
メ

ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ナ

P
〉。

a
、
骨
様
組
織

b
、
移
植
骨

第
六
圃

同
上
強
廓
大
（
「
ラ
イ
ツ
」
I
I
I

－U消浸
装
置
》
。

原
形
質
中
－
－
「
メ
ラ
昌
ン
」
穎
粒
ヲ
含
有
セ
ル
遺
骨
細
胞
及
新
生
島
田
細
胞
ア
一
ポ
ス
。

て

新

生

骨

b
、
新
生
骨
細
胞
（
原
形
質
中
「
メ
ラ
ユ
シ
」
頬
粒
僅
A
V
ナ
ロ
〉
o

c
、
遺
骨
細
胞
（
「
メ
ラ
＝

y
」
頼
粒
僅
少
ナ
り
）
。

d
、
球
扶
「
メ
一
7

1

フ
ォ
ー
レ
ン
」
（
「
メ
ラ
＝
v
J

」
頼
粒
二
号
、
、
且
、
細
胞
鐙
大
ナ

P
〉

第
七
圃

骨
移
被
後
十
八
日
目
《
櫨
明
大
「
一
フ
イ
ツ
」
1
1
1
一
四
消
浸
装
置
）
。

移
植
骨
周
園
ノ
増
殖
結
綿
織
中
ユ
於
テ
多
核
巨
態
「
メ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
ガ
集
会
セ

ル
ヲ
一
ホ
ス
。
〈
過
酸
化
水
素
＝
依
P
テ
潔
白
後
「
《
マ
ト
キ
シ
p
y
t
F
染
色
）
。

ニ
O
七

《
信
用

t
削減

六
五
〉
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C
総
信
書
長
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主
要

女
融

1) 
A
x
h
a
u
s
e
n
,
 
Hi,tol

o
gi
sc
h
e
n
 U

n
te
rs
・.1ch

u
n
三
en

iiber 
K
n
o
c
h
entransplan

ta
ti
o
n
 a
m
 ~Ie

ns
chcn. 

D
e
u
t
s
c
h
e
 
Zeitschr. 

f. 
Chir. 

1908. 
Del. 

91, 
S. 

388. 

~
） 

A
x
h
a.u

s
e
n
,
 
D
i
e
 
hi
sto

lo
g
is
ch

en
 u
n
d
 klir

】isc
h
e
n

C
c
set

ze
 d
e
r
 freien 

O
stco

plastik 
auf G

ra
n
d
 
v
o
n
 
Tierversucl¥en

.
 Ar

ch
.
 f. 
kl. 

C
hir. 

1909. 
B
d
.
 
88, 

S
.
 23
.
 

3) 
.Bll'liowitz, 

U
b
e
r
 die 

H
cw
e
g
u
n
gsじrs cheinun~

der 
Pigrn

ent
te
ll
en. 

Bi
o
logisc

世
田

Centralblatt. 
1893. 

E
d
.
 
1
3
,
 S. 

625. 

41 
B
a
r
t
h
,
 
lJh

er
 hist

けい
g
isc

he
B
e
f
u
n
<le

 n
a
c
h
 
K
n
o
c
h
e
n
t
r
a
n
s
p
l
a
ntatiunen. 

A
r
c
h
.
 
f. 

kl. 
C
hir. 

1893. 
Hd. 

46, 
お
.
409. 

5) 
Ba,r:th, 

D
b
e
r
 Ost

co
p
ln
st
ik 

in hisl
<>
lo
gioch

er
 B
e
ziehung. 

Arch. 
f. 

kl. 
C
hir. 

1894. 
B
d
 •. 48, S. 

466. 

6) 
.
B
a
r
t
h
,
 
Hist

o
lo
g
isc

h
e
 
U
ntersu

c
h
u
n
ge

n
 iiber 

K
n
oc

hentra
nsplantatione

n
.
 Zieg!. 

B
c
itr. 

1
8
9
5
.
 B
d
.

 17, 
S
.

 65. 

7) 
.
B
a
s
c
h
k
i
r
z
e
w
 u
n
d
 P

e
t
r
o
w
,
 
B
eit

rii
ge 

zur 
fr
eier

 K
n
o
ch

e
niiberp

fla
n
zu

ng. 
D
e
u
s
c
h
e
 
Zeitschr

.
 f.

 Chir. 
1912: 

Bd. 
11

3
,
 S. 

490. 

8)
'

 B
i
l
h叫

h,
A
lig. 

chir. 
P
川
h
o
log

問
u
n
d
τ
h
e
r
a
p
ie.

1906.
文
VI.

A
u
l
l
 
S. 

2
1
ι
2
5
5
.
 

9) 
Bon-Olll8¥ 

Z
n
r
 Histo

genese 
de:・ 

K
n
oc

henreg
eneraLlon. 

Virch
・.

 Arch. 
1885. 

Hd. 
100, 

S
.
 298. 

10) 
.
B
r
o
w
n
 a
n
d
 B

r
o
w
n
,
 
P
relimin

a
ry 

rep
rη
t
 o

n
 
experimental 

b
o
n
e
 
a
n
d
 periost

也
l
tra

n
splant

a
tr
o
n
.
 Surgery. 
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m
w
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a
n
g
 u
n
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n
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 d
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u
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U
b
e
r
 d

血
F
a
r
b
e
n
w
e
!
d
u
副
I
d
回
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u
m
l
 c
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a
n
d

同
r
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e

田
A
r
c
h
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d
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29) 
K
o
d
i
s
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r
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t
h
d

u
n
d
 
¥¥"ondertdle 

in 
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ll'1ut 
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Arch. 

f. 
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品；
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physicl.λl>t. 
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日
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30) 
K
u
k
l
e
n
s
k
i
,
 
O
b

·~r das 
V
o
r
k
o
m
m
e
n
 u
n
d
 die 

Verteilung 
d
es

 P
叩

nentes
in 

d
e
n
 Or~'1n

en 
u
n
d
 l;

ew
e
b
e
n
 
bei Japan. 

Seidenhiihnern. 
Arch. f. 

mikr. Anat. 
1916. 

I〕d.
t'i. 

:--.1. 

3
1
1

豆
o
n

江
m
l
Fujii, 

Tr 

（
‘
九
日

C
l
'
f
Iえ
e
宗eo.
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1921. 

1
守ol.

1
’
 p. 
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．

藤
井
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烏
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鶏

＝
家
m

脹
君
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催
試
験
．
癌
．
大
正
九
年
，
第
十
四
年
，
一
四
七
頁
．

3
3
)
 清

野
．
遭
遇
，
炎
症
ユ
於
ケ
ル
「
ク
ロ
マ
ト
フ
ォ
ー
レ
ン
」
／
態
度
＝
就
キ
テ
．
日
本
微
生
物
暴
曾
雑
誌
．
大
正
十
二
年
，
第
一
七
巻
，
ー
o
一
二
頁
．

3-1ol 
清
野
謙
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，
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憶
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色
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究
ノ
現
況
及
英
検
査
術
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．
大
正
十
年
．
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跨
沼
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間
＼＇；ff
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レ
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腫
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事
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ノ
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テ
．
癌
．
大
正
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一
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三
八
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頁
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6
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於
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］
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．
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九
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頁
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S
t
u
d
i
e
n
 
iiber 

die 
M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
.
 

I. 
U
e
b
e
r
 d
a
s
 V
e
r
b
a
l
t
e
n
 d
e
r
 M
e
l
a
n
o
p
b
o
r
e
n
 bei 

d
e
r
 autoplastiscben 

K
n
o
c
b
e
n
t
r
a
n
s
p
l
a
n
t
a
t
i
o
n
 a

n
 japanischen 

S
e
i
d
e
n
b
u
h
n
e
r
n
.
 

V
o
n
 Dr. 

SENJIN HoRIUCHI. 

(Aus dem Pathologischen Institut 
der 

Kaiserlichen 
Universitiit 

Kyoto.) 

D
a
s
 JVerhalten der 

echten 
Melanophoren ・

 
bei 

der 
Transplantation hat

，
自
oweit

ich die Literatur 
kenne, 

bis 
jetzt 

n
o
c
h
 

n
i
e
m
a
n
d
 g
e
n
a
u
 stndiert. 

D
o
c
h
 dftrfte 

ein
自olches

E
x
p
e
r
i
m
e
n
も
wichtige

A
u
f
k
l
a
r
u
n
g
 
iiber 

die 
biologischen 

Eigenschaften 

der 
M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 bringen

.
 In dieser 

H
o
妊
h
u
n
g
hat 

der 
Verfasser 

die 
A
u
t
o
・
u
n
d
Homotransplantation v

o
n
 K

n
o
c
h
e
n
 m
i
t
 

l
e
b
e
n
d
e
m
 Periost 

u
n
d
 M
a
r
k
 der 

Seidenhuhner, 
welche 

i
m
 Bindegewebe, 

in
日besondere

i
m
 Perio

凶
u
n
d
E
n
d
o
日t

reichliche 

M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 enthalten, 

in 
die 

W
 eichteile 

u
n
t
e
r
n
o
m
m
e
n
.
 

I
n
 der 

vorliegenden 
A
b
h
a
n
d
l
u
n
g
 ha.t 

Verfasser 
die 

Ergebnisse 
der 

autoplastischen 
Transplantation 

mitgeteilt. 
I
m
 

F
o
l
g
e
n
d
e
n
 
sind 

die E
乱
uptresultate

kurz 
zusammengefasst: 

1) 
D
i
e
 autogenetische 

Transplan
也
tion

der 
Meianophoren 

ist 
mδglich :

 Nicht n
u
r
 erhal

右
目
ich

ein 
gro

目自
er

Teil 
der 

implantierten M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 i

m
 Periost 

lange 
a
m
 Leben, 

sondern 
es 

findet 
a
u
c
h
 Pigmentzellneubildung 

stat丸
w
a
h
r
e
n
d

ein 
kleiner 

Teil 
i
m
 FrLi.hstadium 

<lurch 
E
r
n
a
h
r
u
n
g
s
日torung

zu 
G
r
u
n
d
e
 geht. 

N
a
c
h
 de

自
Verfassers

M
e
i
n
u
n
g
 gib

七
es

bei 
der 

Regenera
もion

der 
Melanophoren 

zwei 
T
y
p
e
n
 
i
m
 V
e
r
m
e
h
r
u
n
g
s
m
o
d
u日：

Erstens 
k
a
n
n
 m

a
n
 in 

frii.hem 
S
加
d
i
u
m
der Transplantation 

pigmentlose, 
pro

もoplasmareiche,
rundliche 

Zellen 
beobachten, 

die 
als 

Mutterzellen 
der 

Melanophoren oder 
junge 

pigmentlose 
Melanophoren anzusehen 

sind. 
A
n
 solchen Zellen

古reten

d
a
n
n
 anfangs 

i
m
 Protoplasma 

sparlich, 
endlich 

reichlich 
Pigmentkorner 

anf. 
Zweitens 

find
抗

m
a
n
gegen 

eine 
W
o
c
h
e
 

nacli 
der Transplantation rundliche, 

zweikernige Pigmentzellen, die 
wahrscheinlicli durch Kernteilung zu

自
陣
n
d
e
g
e
k
o
m
m
e
n
 

事
長
~
~

【
医
榔
】
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志
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総
領
~

【
医
榊
】

要
,g:

11 
I
 11 

＜終
11
錯

-ti 
0
)
 

sind. 
Nachtriig1ich 

tritt 
aber 

a
n
 denselben 

Zweiteilung 
de

自
Zelleibes

ein. 

2) 
D
i
e
 
Gestalt 

der j
u
n
g
e
n
 M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 der Seidenhi.thner i自主

hauptsachlich 
rundlich, 

bisweilen 
aber 

lang 
句
indel-

formig. 
S
o
 
sind 

die 
wh1reich

en
 Melanophoren, 

die 
i
m
 Fri.ths

胞
d
i
u
m

der 
Transplantation 

beobacht
剖

werden,
frei 

v
o
n
 

langen 
A
u
s
l
a
u
f
e
m
.
 
U
n
g
e
f
a
h
r
 3

 W
o
c
h
e
n
 spater 

aber 
sind 

sie 
弘

前
alle

m
i
t
 
m
e
b
r
e
r
e
n
 Fortsiitzen 

versehen. 

3) 
D
i
e
 
G
r
u
問

der jungen, 
r
u
n
d
e
n
 
Pigmentzellen, 

deren 
K
e
r
n
e
 niemals 

in 
der 

M
i伽

liegen, 
i自七

verschieden. 
A
u
c
h
 

sind 
die 

P
i
g
m
entki.irner・

dieser
Zellen grob u

n
d
 ungleichgros

日
p
w
a
h
r
e
n
d
 die der ausgewn.chsenen, 

verzweig
ぬ
n

班
el

乱n
o
p
h
o
r
e
n

gl
ei
c
h
m
比
ssi

g
fein 

sind. 
D
i
e
 
r
u
n
d
e
n
 
Pigmentzellen 

enthalten 
zuweilen 

nich
古

n
u
r

kleine 
F
例
tropfchen

，
日
o
n
d
e
r
n

a
u
c
h
 

grossere 
Valrn

o
h

~n
.
H

tiufig w
i
r
d
 a

u
c
h
 
in 

der 
Mitte 

eine 
helle, 

kreisformige 
品
elle

u
n
d
 a
n
 der 

Peripherie 
der 

Zellen 
ein& 

belle, 
schmnJ

e
 Schicht 

beobachtet. 

4) 
A
b
h
a
n
g
i
g
 v

o
m
 Funktions-

u
n
d
 Differenzierungszustand wechseln 

die 
M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 ihre G

e
s
同
lt.

B
e
i
m
 D
b
e
r
g
a
n
g
 

der verzweigten in die rnncllichen 
Zellen 

g
e
h
e
n
 die 

Fort
自
批
ze

wirklich 
verloren, 

i
n
d
e
m
 m

a
n
 dabei 

niemals 
die 

s
o
g
e
n
a
n
n・

ten 
I’ig

me.ntl
nsen

,
 langen 

Forts
誌tze

konstatieren 
k
a
n
n
.
 

5) 
Gelegentlich 

h
o
m
m
t
 e
i
n
e
m
 n
a
c
h
 
etwa, 

2
 W
o
c
h
e
n
 
der 

Transpl
乱
ntation

die 
B
i
l
d
u
n
g
 
v
o
n
 
vielkernigen 

Riesen-

ru
elanophoren 

d
n
r
c
h
 
das 

Z
u
日ammenfliessen

einzelner 
Pigmentzellen 

z
u
 Gesicht. 

6) 
D
i
e
 
Wa.ndenmgsfiihi

g
k
eit 

der 
M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 bei 

der Transplantation ist 
gering. 

N
i
e
m
a
l
s
 w
a
n
d
e
r
n
 d

お
trans

pl
阻

－

tierten 
P
i
g
m
e
n
t
zell

en
 in 

das 
nrn

g
ebend

e
 Mu

s
k
e
l
g
e
w
e
b
e
 
des 

M
u
t
t
e
r
b
o
d
e
n
s
 
aus. 

7) 
D
i
e
 
jnn

gen
 l¥Ielanophoren, 

di
内
n
n
r

sparlich Melaninkorner enthal
七en,

speichern 
bei 

der 
lokalen 

K
a
r
m
i
n
i吋

e
k
古ion

d
e
n
 Farbsto

任・
in

i
h
r
e
m
 
Protoplasma. 

D
a
g
e
g
e
n
 zeigen 

die 
r
u
n
d
町n

oder 
verzweigten 

Zellen, 
die 

in 
i
h
r
e
m
 
P
r
o
古o
p
l
a
s
m
a

schon 
reichlich

e
 Melaninkorner 

beherbergen, 
keine 

N
e
i
g
u
n
g
 z

u
 solche1

・
K
a
r
m
i
n
s
p
e
i
c
h
e
r
u
n
g
.

8) 
I
m
 tr

ぬ
splantierten

K
n
o
c
h
e
n
m
a
r
k
 g

出
der

g
凶

附
e
’l'eil 

der 
M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 
z
u
 G

r
u
n
d
e
,
 
u
n
d

自
由
r
selten 

find
抗

日
a
n

dort 
Regeneration der 

Pigmentzellen. 

9) 
D
i
e
 
knochenbildenden 

Zellen 
(Ost

白obl
制
ten)

des 
S
e
i
d
e
n
h
u
h
n
s
 h

a
b
e
n
 selbs

古
die

F
誌
higkeit

der Melaninbildung. 



Zeitweise 
trifft 

m
a
n
 in 

d
er

 neugebildeten 
Knochensubstanz 

rnndformige, 
lebende 

M
e
l
a
n
o
p
h
o
r
e
n
 
a
n
.

 Jedoch 
beteiligen 

sich 
solche 

M
e
l
a
nophoren

 nich
主
a
n
 der Knochenbildung. Sie scheinen n

m
 passiv bei der K

n
o
c
h
e
n
n
e
u
b
i
l
d
u
n
g
 einge

圃chlo
日日
e
n

z
u
 werden. 

D
i
e
 
in 

d
er

 fortigen 
K
n
o
c
h
e
n
s
u
b
s
t
乱n

z
direkt 

eingelagerten 
P
i
g
m
entkhi.mpchen

日ind
旬
ils

freies 
P
i
g
m
e
n丸

das

b
e
i
m
 
Ossifikationsprozess 

v
o
n
 aussen 

eingeschlepp
七
wird,

teils, 
wie K

U
K
L
E
N
S
K
I
 a

u
n
a
h
m
,
 
Trii.mmer 

der 
eben 

beschrieben-

en, 
i
m
 n

e
u
e
n
 K
n
o
c
h
e
n
g
e
w
ebe eingeschlossenen 

Melanophoren. 

10) 
D
i
e
 
M
e
l
a
n
i
n
k
o
r
ner, 

welche 
<lurch 

Zerfall 
der 

transpla.ntierten
 Pigmentzellen 

in
巾
LS

G
e
w
e
b
e
 
sich 

zerstreuen, 

w
e
r
d
e
n
 h

a
u
p
t
品
chlich

v
o
n
 d

e
n
 in 

d
e
n
 H
e
r
d
e
n

姐
gesa

mrnelten
Histiocyten 

a
u
f
g
e
n
o
m
m
e
n
.
 
Also 

verschwindet 
schon 

n
a
c
h
 

e
t
w
a
 
einer 

W
o
c
h
e
 eine

 grosse 
M
e
n
g
e
 des 

freien 
P
i
g
m
e
n
t
s
 aus 

d
e
m
 Periost 

u
n
d
 seiner 

U
m
g
e
b
u
n
g
.
 

A
n
 dieser 

Stelle 
m
o
c
h
t
e
 ich 

a
u
c
h
 m

e
i
n
e
 
B
e
o
b
a
c
h
七u
n
g

ii.her 
die autogenetische 

K
n
o
c
h
e
n
i
m
p
l
a
n
七ation

in 
d
e
n
 Muskel, 

die der 
V

 erfasse1・
伽
~
m

obeni 
g
e
m
m
n
t
e
n
 S

t
u
d
加

阻
i.i.b

.:Jr
das Verhalten der lY 

elanophoren 
bei 

der Transp1a.n
古a.tio:n

nebenbei 

m
u
目geffihrt

hat, 
kurz 

mitteilen. 

’.JH 
l) 

E
自
!rleht

auss
ぽ

all
em

Zweifel, 
dass 

d
a
s
 Pari

倒
t
die Hampiquelle d

凹
perio

日tale'.ll
K
a
H
u
s
b
i
l
d
u
n
g
 
ist

.
 I
m
 F

凶
h-

1'lt.cll!ium 
der Transpl

a
ntation k

o
盟

国
も
i:m

Periost e.me lebha.fte Zellproliferation zustande, 
W
ぬ

rend
ein 

Tei] 
des 

Periosts
担

Nekro$e 
verf

瓦
llt

.
D
お

nengewucherten
Zallen 

w
erden 

d
a
n
n
 znr 

Osteohla.sten 
u
n
d
 bilden 

os
旬
oides:

G
ew
e
b
e
.

 Da
b
e主

k
佃

R

E
溺
:m:

n
n
r
 selten 

das 
Auftreten 

de
日
Kno:rpelgewebes

nachweisen. 

2) 
D
i
e
 stelle, 

w
o
 die 

W
u
c
h
e
r
u
n
g
 der 

knoc:b.enbildenden Zel
陥

u
n
d
die B

i
l
d
u
n
g
 des :periostalen Kallus a

m
 starks

阻

vor 
sich 

gehen, 
i自由

die
m
i
抗
le:re

P
a
r
紙
偽

z
u
m
m.indesten 

in 
der 

N
a
h
e
 der 

Mitte 
des 

implant
お：
;rten

Kll!ochenschaftes 
u
n
d
 

me.bi 
a
m
 E
n
d
e
.
 
D
u
r
c
h
 da.s 

Ha.ftenbleiben 
der 

Weichteile 
a
n
 d
e
n

主ransplan
古irten

K
n
o
c
h
e
n
 wird 

die 
Zellproliferation 

i
m
 

F
償

却
品

gestort.

3) 
O
b
w
o
h
l
 die 

K
n
o
c
h
e
n
n
e
u
b
i
l
d
n
n
g
 a

uch
 i
m
 K
n
o
c
h
e
n
m
a
r
l
王
in

g・leicher 
W
e
i
s
e
 
wie 

a
m
 Perio

抗
nachgewie

関
n

wird, 

害
義
信
~

【
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11)

sind 
die 

B
i
l
d
u
n
g
ト

u
n
d

R
e
日orp

もionsvorgange
des 

n
e
u
e
n
 
K
n
o
c
h
e
n
s
 
dor

も
melir

als 
die 

der 
periostalen 

Sei
もe

verzogert. 
F
u
r
 

d
e
n
 inneren 

Kallus 
m
u
s
s
 die 

Quelle 
l
m
u
p

~slchlich 
i
m
 E
n
d
o
s
t
 
gesucht 

wcrden. 
D
o
c
h
 
Rcheineu

 sich 
d
a
r
a
n
 a

u
c
h
 die 

i
m
 

Perios
七
gewucherten

Ze1len 
u
n
d
 Fibroblasten 

als 
Knochenbildner 

z
u
 beteiligen. 

4) 
U
n
t
e
r
 gitnstigen 

U
r
n
s
悩
n
d
e
n
k
a
n
n
 ein 

kleiner 
Teil 

der 
transplantier

もen
k

且
ochenzellen

langere 
Zei

も
a
m

L
e
b
e
n
 

ble 
iben, 

w
a
h
r
e
n
d
 
der 

gr
加

ste
T

じil
rasch 

in 
der 

Fruhzeit 
(1 

oder 
2
 W
o
c
h
e
n
)
 
n
a
c
h
 
der 

Transplantation 
a
b
自主
irbt.

D
e
r
 

Verfasser 
konnte 

sogar 
n
o
c
h
 n
a
c
h
 3

 M
o
n
a
t
e
n
 sparliche 

norma,J
廿
Knochenzellen

i
m
 alten 

K
n
o
c
h
e
n
 beobachten. 

5) 
W
a
h
r
e
n
d
 
der 

alte 
K
n
o
c
h
e
n
 
eben

自
O

叩
der

aus
筒
ren

u
n
d
 
inneren

 Flache 
der 

I王
0
1
』

U
m
g
e
b
u
且
g

der Havers'schen 
K
a
n
品，lchen

re
目orbiert

wird, 
wird 

er 
all rn

凡
h1i

ch
wieder 

d
u
r
c
h
 n
e
u
e
n
 K

n
o
c
h
e
n
 ersetzt. 

N
e
b
e
n
 

d
e
m
 Ersatz, 

welcher 
d
u
r
c
h
 Aufeinanderfolge 

v
o
n
 lakunarer 

Resorption 
d
u
r
c
h
 Osteokla

自主
en

u
n
d
 Knochenapposition d

u
r
c
h
 

Osteoblasten 
ausgefiihrt 

wird, 
soll 

e
日

in
der 

Knochensubstam: 
n
o
c
h
 eine 

andere 
Ersatzweise 

geben, 
n
込
m
l
i
c
h

d
e
n
 
so・

g
e
n
a
n
n
t
e
n
”
schleichenden 

Ersatz," 
wie 

M
A
R
C
H
A
N
D
 e

もc.
beton

七
haben.

(Autoreferat.) 




